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今週のキーワード

AI材料革命
希土類フリー磁石、全固体電池、排熱発電を加速

43
件

総記事数

10
カ国

対象国数

TDK
希土類フリー

EV磁石

AI
新電解質

全固体電池

今週の全43記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
生体適合性形状記憶ポ
リマー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
低電力・高速応答性の生体適合性形状記憶ポリマーが
微細医療ロボットやカテーテルに応用可能。

#02 鉛フリー圧電薄膜 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

鉛フリーBaTiO3ベース圧電薄膜が、高性能と柔軟性
を両立しウェアラブル・IoT・医療用センサーに有望
。

#03 新型熱電酸化物材料 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
新型熱電酸化物材料が中高温域でZT値を大幅向上、自
動車排熱・産業炉の未利用熱回収に貢献。

#04 LiDARメタサーフェス 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
メタサーフェスLiDARが小型・高解像度化、悪天候下
の自動運転車向け環境認識能力を向上。

#05
自己修復ポリマーコー
ティング

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
航空宇宙向け自己修復ポリマーコーティングが紫外線
・熱で機体疲労寿命を延長、メンテコスト削減。

#06
バイオマス由来相変化
材料

学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

バイオマス由来相変化材料がデータセンター冷却シス
テムに導入開始、環境負荷低減と高効率熱管理に貢献
。

#07
新型高エントロピー合
金

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

新型高エントロピー合金がニッケル基超合金を凌駕、
航空機エンジン・ガスタービンで超高温強度と燃費効
率を向上。

#08 TDK希土類フリー磁石 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

TDKがEVモーター向け希土類フリー高性能永久磁石プ
ロトタイプ発表、コストとサプライチェーンリスク低
減。

#09 自己洗浄コーティング 技術報告
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

フラウンホーファーISEが耐久性超撥水性自己洗浄コ
ーティングを発表、太陽光パネル発電効率を長期維持
。

#10
AIが全固体電解質を発
見

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
AIが全固体電池向け新型固体電解質を発見、エネルギ
ー密度と安全性向上に貢献。

#11
3Dプリント形状記憶ポ
リマー

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
3Dプリント可能な形状記憶ポリマーがカスタム医療イ
ンプラントを実現、非侵襲手術と機能回復を革新。

#12
圧電エネルギーハーベ
スター

技術報告
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

コーネル大学が人体動作で発電する高効率フレキシブ
ル圧電エネルギーハーベスターを開発、ウェアラブル
機器向け。

#13
グラフェン強化熱電材
料

学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
グラフェン強化熱電材料が産業排熱を効率変換、製鉄
所・化学プラントで発電効率向上を実証。

#14 音響メタマテリアル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
MITが新型音響メタマテリアルを発表、都市騒音を大
幅削減し次世代の都市インフラ騒音制御を可能に。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#15 自己適応ハイドロゲル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

温度・pH応答型自己適応ハイドロゲルがソフトロボッ
ト人工筋肉と高感度電子皮膚を実現、医療・生体工学
応用を加速。

#16
高エントロピー酸化物
触媒

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

高エントロピー酸化物が水電解によるグリーン水素製
造の触媒として優れた性能を発揮、貴金属触媒代替へ
期待。

#17
SOT-MRAM耐久性向
上

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

スピントロニクスMRAMがSOT書き込み技術改良で耐
久性を大幅向上、データストレージとエッジAIデバイ
スの進化を加速。

#18 KY州材料リスト更新 規制情報
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●○○○

○
ケンタッキー州運輸省が高速道路工事向け承認材料リ
ストを更新、ASTM基準適合を強化。

#19 PFAS規制動向 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
FDAが医療機器PFASの安全使用を再確認も、欧州・
半導体業界は規制強化へ。

#20 AM技術強化提携 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
3D Systemsとサバンナリバー国立研究所が提携、エ
ネルギー・国家安全保障向け積層造形技術を強化。

#21 NIMS研究評価 学術論文
●●○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
NIMSが機能性材料の基盤研究開発で高評価、新規材
料合成からデバイス応用まで貢献。

#22 AI駆動型材料発見 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
AI駆動型材料発見が生成モデルとGNNでR&D;を革新
、逆設計を加速も規制・知財課題。

#23 スマート建築システム 技術報告
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

オランダのエンジニアが熱・スマート材料・AI統合の
建築システム開発、建物がエネルギーグリッドの一部
に。

#24 ABTC電池リサイクル 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

ABTCが電池リサイクル・リチウム生産施設を披露、D
OE助成金で第2施設計画し国内サプライチェーン強化
。

#25 FDA医療機器ASCA 規制情報
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
FDAが医療機器ASCAプログラムで承認プロセスを加
速、生体適合性・電気安全試験の標準化で効率向上。

#26 ゼラチンハイドロゲル 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ゼラチンハイドロゲルが多機能ソフト材料として進化
、再生医療からエネルギー貯蔵まで応用拡大。

#27
重要鉱物コンソーシア
ム

企業戦略
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
Spartan MetalsがDIBCに加盟、米国タングステン・
重要鉱物サプライチェーンを強化。

#28 遺伝子治療治験開始 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
Ocugenが乾燥型加齢黄斑変性症向けOCU410遺伝子
治療でグローバル第3相治験開始。

#29 持続可能材料サミット 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
第1回持続可能な材料サミットが2027年9月にデュッ
セルドルフで開催、EUのネットゼロ技術推進を議論。

#30 NanoFrontier人材事業 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
NanoFrontierが経産省事業に採択、有機ナノ粒子化技
術で国際協力を強化し高度人材獲得へ。

#31 英ヘルスケア助成金 企業戦略
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●○○○

○
英国ヘンリー・ロイス研究所が材料主導型ヘルスケア
技術開発に助成金を提供開始。

#32 Kimtechnics資金調達 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
韓国Kimtechnicsがナノ複合材料で資金調達、OLED
・ロボットビジョン・半導体PKG市場へ。

#33 Innovate UK助成 企業戦略
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●○○○

○
Innovate UKが国立材料イノベーションプログラムで
最大1,200万ポンドの助成を開始。

#34 Arcturus資金調達 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○

Arcturus Technologiesが銅・アルミへのカーボンナ
ノ材料注入でシード調達、金属材料の性能限界を押し
広げる。

#35
Terrapheneヘンプ材
料

新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
Terrapheneがヘンプ材料で資金調達、9億ドルパレッ
ト取引を推進し持続可能な代替材料市場へ。

#36 伸縮性自己修復PEDOT 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
伸縮性・自己修復性PEDOT:PSS複合材料が熱電発電
素子とウェアラブルセンサーに高効率応用。

#37 NSF材料科学投資 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●○○○

○
米国科学財団が材料科学研究と人材育成に重点投資を
継続、次世代技術の基盤を築く。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#38
メタマテリアル市場成
長

市場概観
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
メタマテリアル市場が高成長期に突入、航空宇宙、防
衛、衛星通信、AIフォトニクスで商業化進展。

#39
EMLMDフレームワー
ク

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

電子情報機械学習（EMLMD）フレームワークが光励
起材料の動的シミュレーションを加速、材料設計を革
新。

#40 PSI資金調達 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
AI物理スタートアップPSIが5,800万ドルをシード調
達、AIデータセンター最適化から材料科学へ。

#41 UKRI材料投資 企業戦略
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●○○○

○
UKRIが国立材料イノベーションプログラムで23件の
実現可能性調査に200万ポンドを投資。

#42
Tensive乳房インプラ
ント

新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
TensiveがEIBから2,000万ユーロ調達、生体吸収性乳
房インプラントを商業化へ。

#43 Meissner超伝導体 企業戦略
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●○○

○
MeissnerがAI駆動型「発見エンジン」構築のためプレ
シード調達、次世代超伝導材料開発へ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ TDKの希土類フリー磁石は、EVサプライチェーンの再編を促すか？
TDKがNdFeB磁石に匹敵する希土類フリー永久磁石のプロトタイプを発表しました。これはEVモーターのコスト削減とサ
プライチェーンリスク低減に直結します。貴社のEV設計や材料調達戦略に与える影響はどの程度でしょうか？既存の磁石
サプライヤーとの関係性を見直す時期に来ているかもしれません。

❷ AIによる材料発見は、貴社のR&D;戦略を根本から変えるか？
AIが全固体電池向け新型固体電解質を発見し、材料開発の「逆設計」を加速する動きが顕著です。AIを活用した材料探索
は、従来数年かかっていた開発期間を数ヶ月に短縮する可能性を秘めています。貴社のR&D;部門は、このパラダイムシフ
トにどう対応し、競争優位性を確立する計画でしょうか？

❸ 産業排熱回収は、貴社のエネルギーコスト削減と脱炭素化に貢献できるか？
グラフェン強化熱電材料や新型熱電酸化物材料が、製鉄所や化学プラント、自動車の排熱を効率的に電力に変換する実証
が進んでいます。貴社の工場や製品から排出される未利用熱源は、どの程度存在し、これらの技術を導入することで、具
体的なエネルギーコスト削減やCO2排出量削減に繋がるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

希土類磁石AI電池材料

排熱発電

PFAS規制

LiDAR小型

超高温合金

AI材料R&D
鉛フリー圧電

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 希土類磁石 注意 EVモーターのコスト・供給安定化 既存磁石メーカーの競争激化

● AI電池材料 注意 電池R&D;の劇的加速 AI活用遅れの競争力低下

● 排熱発電 機会大 産業排熱の電力化 —

● PFAS規制 脅威大 代替材料市場拡大 規制対応コスト増大

● LiDAR小型 機会大 自動運転の性能向上 —

● 超高温合金 機会大 エンジン効率・寿命向上 —

● AI材料R&D; 注意 材料開発の効率化 規制・知財の不確実性
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● 鉛フリー圧電 機会大 環境配慮型センサー —
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深掘り ① ― TDK、希土類フリー磁石でEV市場に挑む
#08 | 2026/09/04 | TDK Corporation Press Release | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

TDKは、EVモーター向けに希土類元素を使用しない高性能永久磁石のプロトタイプを発表しました。マンガン-アルミ
ニウム（MnAl）系をベースに、独自のプロセス技術と微細構造制御により、従来のNdFeB磁石に近い磁気特性を実現
。これにより、希土類資源の偏在による地政学的リスクとコスト高を回避し、EVの普及を加速させる可能性を秘めてい
ます。

この新磁石は、高温環境下での磁気特性安定性も確保しており、EVモーターに必要な高効率と信頼性を両立。希土類元
素に依存しないモーター設計の選択肢を広げ、EV産業全体の持続可能性向上に貢献します。量産化技術の確立とコスト
最適化が今後の焦点となります。

▶ 技術者の視点

TDKの発表は、EV産業にとってゲームチェンジャーとなり得ます。MnAl系でNdFeB磁石に匹敵する性
能は非常に挑戦的ですが、TDKの技術力からすれば実現可能性は高いでしょう。ただし、具体的な磁気
特性値（残留磁化、保磁力、最大エネルギー積）が不明なため、現時点での性能評価は限定的です。実
用化には、量産時の品質安定性、コスト競争力、そしてモーター設計への適合性が鍵となります。日本
企業にとっては、希土類サプライチェーンリスクを低減し、EV競争力を高める【機会】である一方、既
存の希土類磁石メーカーやそのサプライヤーにとっては、市場構造の変化による【脅威】となり得ます
。早急にプロトタイプを入手し、自社製品への適用可能性を評価すべきです。

深掘り ② ― AIが全固体電池のブレークスルーを加速
#10 | 2026/09/01 | Nature Energy | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

AIを用いた材料探索プラットフォームが、全固体電池向けの新しい固体電解質を発見しました。この電解質は、高いイ
オン伝導度と優れた安定性を持ち、次世代電池のエネルギー密度と安全性の向上に大きく貢献すると期待されています
。AIが過去の膨大なデータから最適な候補を予測し、合成と評価でその有効性が確認されました。

従来の試行錯誤に代わる「逆設計」アプローチにより、開発期間を劇的に短縮する可能性を秘めています。具体的なイ
オン伝導度や安定性の数値は不明ですが、液体電解質に匹敵するレベルと示唆されており、全固体電池の商業化におけ
る最大のボトルネックの一つを解消する可能性があります。今後はプロトタイプ製造と長期信頼性評価が重要です。

▶ 技術者の視点

AIによる新材料発見は、材料科学の未来を象徴するブレークスルーです。全固体電池の固体電解質は、
その性能と安全性を決定づける最も重要な要素であり、AIがこの難題を解決する糸口を見出したことは
非常に画期的です。ただし、論文では具体的なイオン伝導度や安定性データが示されていないため、そ
の実力はまだ未知数です。基礎研究段階であり、製品化までには電極界面との適合性、機械的特性、量
産性、コストなど多くの未解決課題があります。日本企業にとっては、AIを活用したR&D;戦略を加速
する【機会】である一方、AI導入の遅れは材料開発競争における【脅威】となり得ます。AI材料探索プ
ラットフォームへの投資や共同研究を積極的に検討すべきです。
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深掘り ③ ― グラフェン強化熱電材料で産業排熱を電力に
#13 | 2026/09/02 | Advanced Energy Materials | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

グラフェンをドープした新しい熱電材料が開発され、産業排熱を効率的に電力に変換する用途で注目されています。こ
の材料は、グラフェンナノシートを既存の熱電半導体基材に均一に分散させることで、高い電気伝導率と低い熱伝導率
を両立させ、熱電変換効率を数%から数十%向上させることに成功しました。

製鉄所や化学プラントなど高温環境下での実証試験が成功裏に完了し、その実用性が示されました。可動部がなくメン
テナンスが容易な熱電発電は、エネルギー効率向上とCO2排出量削減に貢献します。今後は、材料の大規模製造技術の
確立と、さらなる変換効率の向上が課題となります。

▶ 技術者の視点

産業排熱の有効活用は、日本の製造業にとって喫緊の課題であり、このグラフェン強化熱電材料は非常
に有望なソリューションです。熱電変換効率の数%〜数十%向上は、実用化に向けた大きな一歩と言え
ます。特に、製鉄所や化学プラントでの実証は、高温安定性と堅牢性を示唆しており、数値の妥当性は
高いと評価できます。しかし、グラフェン複合材料の均一性確保と大規模製造コスト、長期的な耐久性
についてはまだ課題が残ります。日本企業にとっては、エネルギーコスト削減と脱炭素化を同時に実現
する【機会】であり、特に重工業や化学メーカーは、この技術の導入を積極的に検討すべきです。材料
メーカーは、グラフェン複合化技術の確立とコストダウンに注力することで、新たな市場を創造できる
でしょう。

その他の注目記事
環境負荷を低減する鉛フリー圧電薄膜、ウェアラブル・IoT・医療用触覚センサー向けに高性能と柔軟性を両立 (Advanced Materials)
新規性●●●●○ 実用化●●○○○ 市場●●●●○

鉛フリーで高性能な圧電薄膜は、環境規制と性能要求を両立する次世代センサー材料として、日本の電子部品・医療機
器メーカーにとって重要。

メタサーフェス技術でLiDARシステムを小型・高解像度化、悪天候下の自動運転車向け環境認識能力が飛躍的向上 (Optics Express)
新規性●●●●○ 実用化●●○○○ 市場●●●●○

自動運転の普及を加速するLiDARの小型化・高解像度化は、日本の自動車メーカーにとって競争力強化の鍵。悪天候対
応は特に重要。

FDA、医療機器の大型分子フッ素ポリマー（PFAS）の安全使用を再確認も、欧州・半導体業界はPFAS規制強化へ (Facebook)
新規性●○○○○ 実用化●●●●● 市場●●●●●

PFAS規制は半導体・医療機器業界に大きな影響。FDAの再確認は一時的な猶予だが、欧州動向は日本のサプライチェ
ーンに直接的な脅威となるため、代替材料開発が急務。

AI駆動型材料発見がR&D;を革新：生成モデルとグラフニューラルネットワークで逆設計を加速 (Cypris AI)
新規性●●●●○ 実用化●●○○○ 市場●●●●●

AIによる材料の「逆設計」は、R&D;の効率と速度を劇的に向上させる。日本の材料メーカーは、この技術を早期に取
り入れないと国際競争で不利になる可能性。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】TDKの希土類フリー磁石プロトタイプに関する詳細情報を収集し、既存サプライヤーとの関係性を見直
す準備を開始。

• 【R&D;】AIによる材料探索プラットフォームの導入可能性について、社内での情報共有と検討を開始。特に全
固体電池材料開発への適用を優先。

▍短期（1ヶ月）
• 【EV設計】希土類フリー磁石の性能評価ロードマップを策定し、TDKを含むサプライヤー候補との初期接触を
図る。

• 【R&D;】全固体電池向け固体電解質開発におけるAI活用事例を調査し、自社R&D;プロセスへの適用可能性を
検討。外部パートナーシップも視野に入れる。

• 【経営企画】PFAS規制強化のグローバル動向を注視し、サプライチェーン全体への影響を評価するタスクフォ
ースを設置。代替材料への切り替え計画を立案。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】グラフェン強化熱電材料の技術動向を継続的にモニタリングし、産業排熱回収システムへの応用研究
を検討。実証パートナーの探索を開始。

• 【材料メーカー】AIを活用した材料逆設計プラットフォームの共同開発や導入を検討し、R&D;効率化と新規材
料創出を加速。知財戦略も同時に構築。

• 【半導体PKG】PFASフリー材料への移行計画を策定し、代替材料の評価とサプライヤー開拓に着手。欧州規制
への対応を最優先課題とする。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-09-05
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収録記事一覧

#01 低電力・高速応答性の生体適合性形状記憶ポリマー、微細医療ロボットとカテーテル技術への応
用を実証

#02 環境負荷を低減する鉛フリー圧電薄膜、ウェアラブル・IoT・医療用触覚センサー向けに高性能

と柔軟性を両立

#03 新型熱電酸化物材料が中高温域でZT値を大幅向上、自動車排熱・産業炉の未利用熱回収でエネル
ギー効率革命へ

#04 メタサーフェス技術でLiDARシステムを小型・高解像度化、悪天候下の自動運転車向け環境認識
能力が飛躍的向上

#05 航空宇宙向け自己修復ポリマーコーティング、紫外線・熱で機体疲労寿命を延長しメンテナンス

コストを削減

#06 バイオマス由来相変化材料、データセンター冷却システムに導入開始、環境負荷低減と高効率熱
管理を実現

#07 新型高エントロピー合金が既存ニッケル基超合金を凌駕、航空機エンジン・ガスタービンで超高
温強度と燃費効率を向上

#08 TDK社、EVモーター向けに希土類フリー高性能永久磁石のプロトタイプ発表、コストとサプライ
チェーンリスク低減へ

#09 フラウンホーファーISE、耐久性の高い超撥水性自己洗浄コーティングを発表、太陽光パネル発
電効率を砂漠地帯でも長期維持

#10 AIが全固体電池向け新型固体電解質を発見、次世代電池のエネルギー密度と安全性向上に貢献

#11 3Dプリント可能な形状記憶ポリマーがカスタム医療インプラントを実現、非侵襲手術と機能回復
を革新

#12 コーネル大学、ウェアラブル電子機器向けに人体動作で発電する高効率フレキシブル圧電エネル
ギーハーベスターを開発

#13 グラフェン強化熱電材料が産業排熱を効率変換、製鉄所・化学プラントで発電効率向上を実証

#14 MITが新型音響メタマテリアルを発表、都市騒音を最大XX%削減し次世代の都市インフラ騒音制

御を可能に

#15 温度・pH応答型自己適応ハイドロゲルがソフトロボット人工筋肉と高感度電子皮膚を実現、医
療・生体工学応用を加速

#16 高エントロピー酸化物、水電解によるグリーン水素製造の触媒として優れた性能を発揮、貴金属
触媒代替へ期待

#17 スピントロニクスMRAMがSOT書き込み技術改良で耐久性を大幅向上、データストレージとエッ
ジAIデバイスの進化を加速



#18 ケンタッキー州運輸省、高速道路工事向け承認材料リストを更新：ASTM基準適合を強化

#19 FDA、医療機器の大型分子フッ素ポリマー（PFAS）の安全使用を再確認も、欧州・半導体業界は
PFAS規制強化へ

#20 3D Systemsとサバンナリバー国立研究所が提携、エネルギー・国家安全保障向け積層造形技術
を強化

#21 物質・材料研究機構（NIMS）、機能性材料の基盤研究開発で高評価：新規材料合成からデバイ
ス応用まで貢献

#22 AI駆動型材料発見がR&Dを革新：生成モデルとグラフニューラルネットワークで逆設計を加速

#23 オランダのエンジニア、熱・スマート材料・AI統合の建築システム開発：建物が「エネルギーグ
リッド」の一部に

#24 ABTC、DOE幹部に電池リサイクル・リチウム生産施設を披露：1.5億ドル助成金で第2リサイク
ル施設を計画

#25 FDA、医療機器ASCAプログラムで承認プロセスを加速：生体適合性・電気安全試験の標準化で
効率向上

#26 MDPI論文：ゼラチンハイドロゲルが多機能ソフト材料として進化、再生医療からエネルギー貯
蔵まで応用拡大

#27 Spartan Metals、国防産業基盤コンソーシアム（DIBC）に加盟：米国タングステン・重要鉱物
ポートフォリオを強化

#28 Ocugen、乾燥型加齢黄斑変性症に伴う地理的萎縮症向けOCU410遺伝子治療でグローバル第3相

治験開始

#29 第1回持続可能な材料サミット、2027年9月にデュッセルドルフで開催決定：EUのネットゼロ技
術推進を議論

#30 NanoFrontier、経産省「グローバルサウス高度人材インターンシップ事業」に採択：有機ナノ粒
子化技術で国際協力を強化

#31 英国ヘンリー・ロイス研究所、材料主導型ヘルスケア技術開発に第3回助成金5万～8.5万ポンド
を提供開始

#32 ナノ複合材料スタートアップ「Kimtechnics」、CNTTechから資金調達でOLED・ロボットビジ
ョン市場へ

#33 Innovate UK、国立材料イノベーションプログラムで最大1,200万ポンドの助成を開始

#34 材料スタートアップArcturus Technologies、銅・アルミへのカーボンナノ材料注入で800万ド

ルをシード調達

#35 ヘンプ材料スタートアップTerraphene、Nucleus Fundから初期段階資金調達で9億ドルのパレ
ット取引を推進

#36 伸縮性・自己修復性PEDOT:PSS複合材料、熱電発電素子およびウェアラブルセンサーに高効率
応用



#37 米国科学財団、材料科学研究と人材育成に重点投資を継続

#38 オープンPR: メタマテリアル市場、航空宇宙、防衛、衛星通信、AIフォトニクスにより高成長期
に突入

#39 電子情報機械学習（EMLMD）フレームワーク、光励起材料の動的シミュレーションを加速

#40 AI物理スタートアップPhysical Superintelligence (PSI)、Breakthrough Energy Venturesか
ら5,800万ドルをシード調達

#41 UKRI、国立材料イノベーションプログラムで23件の実現可能性調査に200万ポンドを投資

#42 Tensive、欧州投資銀行から2,000万ユーロを調達し生体吸収性乳房インプラントを商業化

#43 Meissner、超伝導体「発見エンジン」構築のため260万ドルをプレシード調達



#01 低電力・高速応答性の生体適合性形状記憶ポリマー、
微細医療ロボットとカテーテル技術への応用を実証

概要

研究者たちは、低電力で高速応答性を示す新しい生体適合性形状記憶ポリマーを開発
しました。この材料は、微細な医療用ロボットやソフトアクチュエータ、特に精密な
動きが要求されるカテーテル技術への応用可能性が実証されました。従来の材料の課

題を克服し、医療分野における次世代デバイスの実現に貢献すると期待されていま
す。その高い生体適合性も、体内での使用における重要な利点です。

公開日 2026年09月03日  Nature Communications  国際



詳細

主要成果

研究者チームは、極めて低い電力消費で高速な形状変化を実現する、画期的な生体適合
性形状記憶ポリマーを開発しました。この新素材は、特に微小な医療用ロボットやフレ
キシブルなソフトアクチュエータへの適用において、その優れた性能が実証され、精密
な動作が求められるカテーテル技術に革新をもたらす可能性を示しています。

技術・臨床詳細

開発された形状記憶ポリマーは、特定の外部刺激、特に微弱な電気信号や熱に応答して
瞬時に元の形状に戻る能力を持ちます。この「低電力・高速応答性」という特性は、従
来の形状記憶合金や一部のポリマーが抱えていたエネルギー効率の課題を大きく改善す
るものです。また、生体適合性を有するため、人体内での使用における安全性も確保さ
れており、生体組織との相互作用が最小限に抑えられます。実証実験では、この材料を
組み込んだカテーテルが、複雑な血管構造内をスムーズにナビゲートし、狙った位置で
正確な形状変化を示すことが確認されました。これにより、侵襲性を低減した診断や治
療、薬物送達といった新たな医療応用への道が開かれます。

背景・業界文脈

形状記憶材料は、そのユニークな特性から医療分野での応用が長年期待されてきまし
た。特に、微小な空間での精密な操作が求められる手術や診断において、遠隔操作で形
状を変化させられるデバイスは大きなメリットをもたらします。しかし、従来の材料
は、高コスト、応答速度の遅さ、生体適合性の不足、駆動に必要なエネルギー量の多さ
といった課題を抱えていました。本研究はこれらの課題を克服するものであり、医療機
器の小型化、機能多様化、そして患者負担の軽減に貢献するものです。



今後の展望

この新型形状記憶ポリマーの登場は、微細医療ロボットやスマートカテーテルの分野に
革命をもたらす可能性を秘めています。今後は、材料の耐久性や生体長期安定性に関す
るさらなる評価が求められると同時に、具体的な医療機器としての臨床応用を目指した
開発が加速するでしょう。血管外科、消化器内科、泌尿器科など、様々な医療現場での
活用が期待され、より安全で効果的な治療法の提供に貢献する見込みです。また、マイ
クロアクチュエータとしての応用は、医療分野に留まらず、精密機器やロボット産業全
体に影響を与える可能性も秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#02 環境負荷を低減する鉛フリー圧電薄膜、ウェアラブ
ル・IoT・医療用触覚センサー向けに高性能と柔軟性を両
立

概要

環境負荷の低い鉛フリー圧電材料（BaTiO3ベース）を用いたフレキシブル薄膜センサ

ーに関する画期的な研究が発表されました。この薄膜は高い圧電応答性と優れた柔軟
性を両立し、ウェアラブルデバイスやIoTセンサー、医療用触覚センサーへの応用可能
性が示されています。特に、既存の鉛含有材料の代替として、環境規制への対応と高

性能化を同時に実現する技術として有望視されています。耐久性と製造コストの観点
からも実用化への期待が高まっています。

公開日 2026年09月02日  Advanced Materials  国際



詳細

主要成果

環境への配慮が求められる中、研究チームは、鉛を使用しないチタン酸バリウム
（BaTiO3）をベースとしたフレキシブル圧電薄膜センサーの開発に成功しました。この
革新的な材料は、優れた圧電応答性と高い柔軟性を兼ね備えており、ウェアラブルデバ
イス、IoTセンサー、そして医療分野における高感度な触覚センサーなど、多岐にわた
る応用が期待されています。

技術・臨床詳細

開発された鉛フリー圧電薄膜は、結晶構造の精密な制御と製造プロセスの最適化によ
り、既存の鉛含有圧電材料（例: PZT）に匹敵するか、あるいはそれを上回る圧電性能を
発揮します。同時に、極めて薄く、かつ高い曲げ耐性を持つため、曲面への適用や柔軟
なデバイス構造への組み込みが容易です。これにより、身体に密着するウェアラブルセ
ンサーや、ロボットの皮膚として機能する触覚センサーなど、従来の硬質な材料では実
現困難だった用途が開拓されます。さらに、生体適合性も確保されており、医療現場で
の利用における安全性も高いとされています。耐久性の高さと量産を見据えた低コスト
製造プロセスの確立は、実用化に向けた大きな一歩となります。

背景・業界文脈

圧電材料は、機械的ストレスを電気信号に変換したり、その逆の作用を行ったりする特
性を持ち、センサー、アクチュエータ、エネルギーハーベスタなど、様々な電子デバイ
スの基盤技術として広く用いられています。しかし、高性能な圧電材料の多くは鉛
（Pb）を含有しており、環境規制（RoHS指令など）の強化に伴い、鉛フリー材料への
移行が喫緊の課題となっています。特に、人体と接触する医療デバイスや身につけるウ
ェアラブルデバイスにおいては、環境だけでなく生体への安全性も重要です。本研究
は、この環境規制と性能維持という二律背反の課題を解決するものです。



今後の展望

この鉛フリー圧電薄膜は、環境に優しく高性能な次世代センサー技術の核となる可能性
を秘めています。ウェアラブルヘルスケアデバイスでは、心拍数、呼吸数、皮膚の圧力
などの生体情報を高精度でモニタリングできるようになり、IoTデバイスでは、環境の
変化をより敏感に検知することが可能になります。医療分野では、ロボット手術におけ
る高感度な触覚フィードバックや、失われた感覚を補う人工皮膚の開発など、革新的な
応用が期待されます。今後、さらなる材料特性の最適化と、様々な環境下での長期信頼
性評価が進められることで、広範な産業分野での実用化が加速すると予測されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#03 新型熱電酸化物材料が中高温域でZT値を大幅向上、
自動車排熱・産業炉の未利用熱回収でエネルギー効率革命
へ

概要

研究者たちは、中高温域で既存の酸化物系材料を上回るZT値（性能指数）を達成した

新しい組成の熱電酸化物材料を開発しました。この材料は、自動車の排熱回収システ
ムや産業炉からの未利用熱源の回収に大きく貢献し、エネルギー効率の向上とCO2排
出量削減に寄与すると期待されています。量産化に向けた安定性評価が進行中であ

り、持続可能なエネルギー技術への貢献が注目されます。

公開日 2026年08月31日  Journal of Materials Chemistry A  国際



詳細

主要成果

新たな組成の熱電酸化物材料が開発され、中高温域における性能指数（ZT値）でこれま
での酸化物系材料を大幅に上回る成果を達成しました。この画期的な材料は、自動車の
排熱や産業炉からの未利用熱といった、これまで捨てられていた熱エネルギーを効率的
に電力に変換することを可能にし、エネルギー効率の飛躍的な向上と温室効果ガス排出
量の削減に貢献すると期待されています。

技術・臨床詳細

熱電材料は、温度差を利用して直接電力に変換する（ゼーベック効果）またはその逆の
現象（ペルチェ効果）を利用する機能性材料です。その性能はZT値によって評価され、
高いZT値ほど変換効率が高まります。今回開発された熱電酸化物は、特定の元素の組み
合わせと微細構造の最適化により、中高温域（例えば300℃〜700℃）で従来の酸化物系
熱電材料のZT値を大きく凌駕することに成功しました。この特性は、特に排熱温度が高
い自動車のエンジン排気系や、鉄鋼、ガラス、セメントなどの産業炉の排熱回収システ
ムにとって理想的です。高エントロピー合金の概念を取り入れることで、熱伝導率の低
減と電気伝導率の向上を両立させ、結果としてZT値の改善に繋がったと考えられます。
また、酸化物系であるため、高温環境下での化学的安定性に優れ、鉛やテルルといった
有害元素を含まない環境負荷の低い材料である点も特筆されます。

背景・業界文脈

世界中でエネルギー需要が増大し、気候変動問題が深刻化する中、未利用の排熱エネル
ギーの有効活用は、持続可能な社会を実現するための重要な課題です。特に、自動車や
工場から排出される排熱は膨大であり、これを回収し電力として再利用できれば、大幅
なエネルギーコスト削減とCO2排出量削減に繋がります。しかし、既存の熱電材料は、
高温安定性、変換効率、コスト、あるいは毒性といった課題を抱えており、実用化が限
定的でした。本研究は、これらの課題に対し、高性能かつ環境に優しい酸化物材料とい
う新たな解決策を提示するものです。



今後の展望

この新型熱電酸化物材料は、エネルギーハーベスティング技術のブレークスルーとし
て、多方面からの注目を集めています。量産化に向けた安定性評価とコスト低減技術の
開発が進められることで、数年以内には実用段階に移行する可能性があります。自動車
メーカーは燃費効率の改善と排出ガス規制への対応強化を、産業界は製造プロセスのエ
ネルギー効率向上と運用コスト削減を実現できるでしょう。将来的には、スマートグリ
ッドへの熱電発電システムの統合や、分散型電源としての利用も期待され、クリーンエ
ネルギー社会の実現に大きく貢献すると予測されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#04 メタサーフェス技術でLiDARシステムを小型・高解像
度化、悪天候下の自動運転車向け環境認識能力が飛躍的向
上

概要

研究チームは、メタサーフェス技術を活用した新型LiDARシステムを発表しました。こ

のシステムは、従来のLiDARと比較して大幅な小型化と高解像度化を同時に実現し、自
動運転車における環境認識能力を飛躍的に向上させます。特に、霧や雨などの悪天候
下での性能改善が強調されており、自動運転技術の商用化に向けた重要な課題を解決

するものです。このブレークスルーは、LiDARの普及と安全性向上に大きく貢献すると
期待されています。

公開日 2026年09月04日  Optics Express  国際



詳細

主要成果

研究グループは、光学的な特性を自在に制御できるメタサーフェス技術を導入すること
で、革新的な新型LiDARシステムを開発しました。この新システムは、従来のLiDAR装
置と比較して大幅な小型化と劇的な高解像度化を同時に達成し、特に悪天候下での自動
運転車の環境認識能力を飛躍的に向上させることが実証されました。

技術・臨床詳細

従来のLiDARシステムは、複数の光学部品（レンズ、ミラー、スキャナーなど）を組み
合わせて構成されており、その物理的なサイズが自動運転車への搭載における課題の一
つでした。また、霧、雨、雪といった悪天候下では、光の散乱や減衰が著しく、検出精
度が大幅に低下するという弱点がありました。今回開発されたメタサーフェスLiDAR

は、微細なナノ構造を平面上に配置したメタサーフェス光学素子を用いることで、これ
らの課題を克服します。メタサーフェスは、光の波面を自在に操る能力を持ち、これに
より多数の個別部品を一つの薄い素子に統合することが可能になりました。結果とし
て、システムの小型化（例えば、体積を従来の10分の1以下に削減）と同時に、検出で
きる点の密度が向上し、物体の形状や距離をより鮮明かつ正確に認識できるようになり
ました。特に、悪天候下での光の散乱を補償する新たな信号処理アルゴリズムと組み合
わせることで、視界不良時でも安定した高精度な3Dマッピングを実現しています。

背景・業界文脈

自動運転車の実現には、周囲の環境を正確かつリアルタイムに認識するセンサー技術が
不可欠です。LiDAR（Light Detection and Ranging）は、レーザー光を用いて物体の距
離や形状を3次元で計測する技術であり、自動運転の「目」として重要な役割を担って
います。しかし、その高コスト、大型化、そして悪天候下での性能低下が、商用化と普
及における主要な障壁となっていました。本研究は、メタサーフェスという新興技術を
LiDARに統合することで、これらの障壁を根本的に解消し、より安全で信頼性の高い自
動運転システムの実現に大きく貢献するものです。



今後の展望

このメタサーフェス技術を用いたLiDARシステムは、自動運転車の実用化を加速させる
強力な推進力となるでしょう。小型化と低コスト化が進むことで、より多くの車両に搭
載され、普及が促進されると期待されます。また、悪天候下での高い信頼性は、自動運
転技術が直面していた最大の安全上の課題の一つを解決します。将来的には、自動運転
車だけでなく、ドローン、ロボット、スマートシティの監視システムなど、広範な分野
での3Dセンシング技術の進化に貢献することが予想されます。このブレークスルーは、
センシング技術の新たな標準を確立し、交通安全の向上と効率的な移動社会の実現に寄
与するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#05 航空宇宙向け自己修復ポリマーコーティング、紫外
線・熱で機体疲労寿命を延長しメンテナンスコストを削減

概要

研究者たちは、航空宇宙分野向けに微小な損傷を自己修復する革新的なポリマーコー
ティングを開発しました。このコーティングは、紫外線や熱の特定の刺激によって修
復プロセスが活性化され、航空機や部品の疲労寿命を大幅に延ばし、結果としてメン

テナンスコストを削減する効果があります。長期間の飛行環境下での実証データが公
開され、その実用性が裏付けられました。この技術は、航空機の安全性と経済性に大
きく貢献するものです。

公開日 2026年08月30日  ACS Applied Materials & Interfaces  国際



詳細

主要成果

航空宇宙産業の新たなマイルストーンとして、微小な損傷を自律的に修復する高性能ポ
リマーコーティングが開発されました。この先進的な材料は、紫外線や熱といった外部
刺激によって修復機能が活性化され、航空機の機体や重要部品の疲労寿命を劇的に延長
し、運行にかかるメンテナンスコストの大幅な削減に寄与します。

技術・臨床詳細

自己修復ポリマーコーティングは、材料内部に修復剤をカプセル化したり、ダイナミッ
クな共有結合ネットワークを形成したりすることで機能します。今回開発されたシステ
ムは、特に紫外線や熱といった環境因子に応答して、ポリマーマトリックス内の修復剤
が損傷部位に移動し、重合反応や再結合反応を通じて亀裂や微小な欠陥を補修するメカ
ニズムを採用しています。この自律的な修復プロセスは、人間による介入なしに材料の
完全性を維持することを可能にし、特に航空機の構造材料に生じがちなマイクロクラッ
クの進展を初期段階で食い止めることができます。公開された長期間の飛行環境下での
実証データは、このコーティングが実際の運用条件下で一貫した修復能力を発揮し、疲
労亀裂の成長を抑制することで、部品の寿命を平均で数十年延長できる可能性を示唆し
ています。この技術は、材料の自己診断・自己修復能力を高めることで、航空機の安全
運用期間の延長に直結します。

背景・業界文脈

航空機は、飛行中の高負荷、温度変化、紫外線曝露など、過酷な環境に常に晒されてお
り、材料の疲労や微小な損傷は避けられません。これらの損傷は、時間とともに進行
し、最終的には構造的な故障に繋がる可能性があります。そのため、定期的な厳格な検
査とメンテナンスが不可欠であり、これが航空会社の運用コストの大きな部分を占めて
います。自己修復材料は、このメンテナンスサイクルを延長し、予期せぬ故障のリスク
を低減する可能性を秘めた次世代技術として、航空宇宙産業で注目されてきました。本
研究は、この分野における実用化への大きな一歩となるものです。



今後の展望

この自己修復ポリマーコーティングは、航空機の安全性と経済性を同時に向上させる画
期的なソリューションです。商用航空機だけでなく、防衛、宇宙探査機、ドローンな
ど、広範な航空宇宙アプリケーションでの採用が期待されます。メンテナンスコストの
削減は航空会社の収益性向上に寄与し、疲労寿命の延長は航空機の設計寿命を延ばし、
より持続可能な航空輸送システムの実現に貢献します。今後は、大規模製造プロセスへ
の適合性、異なる材料基材への適用性、そして更なる環境条件下での性能評価が進めら
れることで、航空宇宙産業の未来を形作る重要な技術となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#06 バイオマス由来相変化材料、データセンター冷却シス
テムに導入開始、環境負荷低減と高効率熱管理を実現

概要

バイオマス由来の相変化材料（PCM）が、建築物の熱管理システム、特にデータセン
ターの冷却システムへの応用が開始されました。このPCMは、従来のパラフィン系材
料に比べて環境負荷が低く、高い蓄熱密度と優れた熱サイクル安定性を持つことが特

徴です。データセンターにおけるエネルギー消費の削減と持続可能性向上に大きく貢
献すると期待されています。初期導入試験の結果が注目されます。

公開日 2026年09月01日  Energy & Environmental Science  国際



詳細

主要成果

研究チームは、バイオマスを原料とした相変化材料（PCM）を開発し、建築物の熱管理
システム、特に電力消費の大きいデータセンターの冷却システムへの導入試験を開始し
ました。この新型PCMは、従来の石油由来パラフィン系材料に比べて大幅に環境負荷が
低く、さらに優れた蓄熱性能と長期にわたる熱サイクル安定性を兼ね備えています。

技術・臨床詳細

相変化材料（PCM）は、固相から液相へ、またはその逆の相変化を伴う際に大量の潜熱
を吸収・放出することで、温度を一定に保つ特性を持つ材料です。これにより、ピーク
時の熱負荷を平準化し、効率的な熱管理を可能にします。今回開発されたバイオマス由
来PCMは、植物油やセルロースなどの再生可能な資源から合成されており、製造から廃
棄に至るまでのライフサイクル全体でのCO2排出量を大幅に削減できます。その性能面
では、同等の相変化温度帯を持つパラフィン系PCMと比較して、体積あたりの蓄熱密度
が向上し、よりコンパクトなシステム設計が可能となります。また、繰り返し熱サイク
ルを経ても材料の劣化が少なく、長期間にわたって安定した性能を維持することが確認
されています。データセンターの冷却システムへの導入では、サーバーラックの排熱経
路にPCMモジュールを配置し、ピーク時の発熱を効果的に吸収することで、空調設備の
稼働負荷を軽減し、電力消費を最適化する仕組みが採用されています。

背景・業界文脈

現代社会において、データセンターは情報化社会を支える不可欠なインフラですが、そ
の運用には膨大な電力を消費します。特に、サーバーの発熱を冷却するための電力は、
データセンター全体の電力消費の大きな割合を占め、運用コストと環境負荷の増大に繋
がっています。持続可能な社会の実現に向けて、データセンターのエネルギー効率向上
は喫緊の課題であり、環境に優しい高効率な冷却技術の開発が強く求められています。
バイオマス由来PCMは、この課題に対する有望なソリューションとして注目されていま
す。



今後の展望

このバイオマス由来PCMのデータセンターへの導入は、情報技術産業におけるエネルギ
ー効率化と環境負荷低減の新たなベンチマークを確立するものです。初期導入試験で良
好な結果が得られれば、他のデータセンターや、一般的なオフィスビル、住宅などの建
築物への応用も加速するでしょう。また、再生可能資源から作られるこのPCMは、石油
依存度を低減し、サプライチェーンの持続可能性を高めることにも寄与します。将来的
には、スマートグリッドと連携した地域エネルギー管理システムの中核を担う技術とし
て発展し、より環境に優しい社会の実現に大きく貢献すると期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#07 新型高エントロピー合金が既存ニッケル基超合金を凌
駕、航空機エンジン・ガスタービンで超高温強度と燃費効
率を向上

概要

研究チームは、航空機エンジンやガスタービン向けに、既存のニッケル基超合金を凌

駕する超高温強度と耐クリープ性を持つ新しい高エントロピー合金（RHEA）を開発し
ました。この画期的な材料は、燃費効率の向上とエンジンの長寿命化に貢献すると期
待されています。合成プロセスと微細構造解析の詳細が示され、その優れた特性の科

学的根拠が明らかにされました。航空宇宙、エネルギー分野における材料革新の重要
な一歩です。

公開日 2026年08月28日  Science Advances  国際



詳細

主要成果

研究グループは、航空機エンジンやガスタービンなど、極限の超高温環境下で稼働する
部品向けに、既存のニッケル基超合金の性能を上回る強度と耐クリープ性を有する新し
い高エントロピー合金（Refractory High-Entropy Alloy, RHEA）を開発しました。この材
料革新は、エンジンの燃費効率を向上させるとともに、部品の長寿命化を実現し、運用
コストの削減に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

RHEAは、5種類以上の金属元素をほぼ等モル比で混合することで、従来の合金にはない
独特な微細構造と優れた物性を示す材料群です。今回開発された新型RHEAは、高融点
金属（例：タングステン、モリブデン、ニオブ、タンタルなど）を主成分とし、精密な
組成設計と熱処理プロセスの最適化を通じて、超高温域（例えば1200℃以上）での強度
と、長時間にわたるクリープ変形（材料がゆっくりと変形する現象）への耐性を飛躍的
に向上させました。従来のニッケル基超合金と比較して、同一温度条件下での引張強度
や破壊靭性が大幅に改善されており、特に高温下での負荷に対する耐性が際立っていま
す。詳細な微細構造解析からは、特定の原子配列とナノスケールの析出相が、高温での
結晶粒界の移動を抑制し、優れた機械的特性を保持するメカニズムが明らかになりまし
た。この成果は、高温材料の設計における新しい指針を提供するものです。

背景・業界文脈

航空機エンジンや発電用ガスタービンの性能向上は、燃費効率の改善とCO2排出量削減
に直結し、環境負荷低減と経済性向上の両面で極めて重要です。これらの機器は、より
高い燃焼温度で運転することで効率を最大化できますが、そのためには既存の材料の耐
熱性能が限界に達しているという課題がありました。現在主流のニッケル基超合金は優
れた性能を持つものの、さらなる高温化には材料的なブレークスルーが不可欠とされて
きました。RHEAは、この「材料の壁」を打ち破る次世代材料として、近年注目を集め
ています。



今後の展望

この新型RHEAの開発は、航空宇宙産業およびエネルギー産業に多大な影響を与えるこ
とが予想されます。高性能なRHEAが実用化されれば、航空機エンジンはより軽量化さ
れ、燃費効率が向上し、メンテナンスサイクルも延長されることで、運行コストの削減
と安全性の向上が実現します。また、ガスタービン発電の効率向上は、電力供給の安定
化と環境負荷低減に寄与します。今後は、大規模製造プロセスの確立、複雑な部品形状
への適用可能性、そしてさらなる極限環境下での長期信頼性評価が焦点となります。こ
の技術は、持続可能な社会の実現に向けた高効率エネルギーシステムの開発に不可欠な
基盤材料となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#08 TDK社、EVモーター向けに希土類フリー高性能永久
磁石のプロトタイプ発表、コストとサプライチェーンリス
ク低減へ

概要

TDK社は、電気自動車（EV）用モーター向けに希土類元素を使用しない高性能永久磁

石のプロトタイプを発表しました。この新磁石は、マンガン-アルミニウム（MnAl）
系をベースに改良が加えられ、従来のNdFeB磁石に近い磁気特性を実現しながら、コ
スト削減とサプライチェーンリスクの低減に貢献します。希土類資源の偏在による地

政学的リスクを回避し、EVの普及を加速させる重要な技術革新です。量産化に向けた
開発が注目されます。

公開日 2026年09月04日  TDK Corporation Press Release  日本



詳細

主要成果

TDK株式会社は、電気自動車（EV）用モーターの次世代材料として、希土類元素を一切
使用しない高性能永久磁石のプロトタイプを開発し、その成果を発表しました。この画
期的な新磁石は、従来の希土類磁石に匹敵する磁気特性を有しながら、製造コストの大
幅な削減と、希土類資源に起因するサプライチェーンリスクの低減に貢献します。

技術・臨床詳細

現在、EVモーターに広く使われている高性能磁石は、ネオジム（Nd）やジスプロシウ
ム（Dy）といった希土類元素を主成分とするネオジム磁石（NdFeB磁石）です。これら
の元素は、特定の地域に偏在しているため、供給不安や価格変動といった地政学的リス
クを常に抱えています。TDKが開発した新磁石は、豊富に存在するマンガン（Mn）と
アルミニウム（Al）を主成分とするMnAl系合金を基盤とし、独自のプロセス技術と微細
構造制御によりその磁気特性を飛躍的に向上させました。具体的には、NdFeB磁石が持
つ残留磁化や保磁力といった重要な磁気特性に対し、MnAl系磁石では実現が困難とさ
れてきたレベルに近づけることに成功したと報じられています。この技術は、非希土類
材料でありながら、高温環境下での磁気特性の安定性も確保しており、EVモーターに必
要な高効率と信頼性を両立させます。これにより、希土類元素に依存しないモーター設
計の選択肢が広がり、EV産業全体の持続可能性が向上します。

背景・業界文脈

世界の自動車産業は、脱炭素化の潮流の中でEVへの移行を加速しており、高性能なモー
ターはEVの航続距離や走行性能を決定する鍵となります。しかし、高性能磁石の主要材
料である希土類元素の供給制約は、EV産業の成長にとって潜在的なボトルネックとなっ
ていました。主要な希土類生産国への依存度が高い現状は、経済安全保障上の懸念も生
み出しています。TDKの新技術は、こうした供給リスクを解消し、より安定した材料調
達とコスト競争力のあるEV製造を可能にするため、業界にとって極めて重要な意味を持
ちます。



今後の展望

TDKの希土類フリー永久磁石の発表は、EV市場に大きなインパクトを与えるでしょう。
今後、量産技術の確立とコスト最適化が進めば、EVメーカーはより安価で安定した高性
能モーターを供給できるようになり、EVの普及をさらに加速させることが期待されま
す。また、この技術はEVモーターに留まらず、風力発電機、産業用ロボット、家電製品
など、永久磁石が使用される広範な分野での応用が見込まれます。持続可能な社会の実
現に向け、資源制約を克服する材料開発の成功例として、今後の技術進展と市場導入が
強く注目されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#09 フラウンホーファーISE、耐久性の高い超撥水性自己
洗浄コーティングを発表、太陽光パネル発電効率を砂漠地
帯でも長期維持

概要

ドイツのフラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所（ISE）は、太陽光パネル

の効率を向上させるための、耐久性の高い超撥水性自己洗浄コーティングを発表しま
した。このコーティングは、雨水だけで表面の汚れを効果的に除去し、長期間にわた
って発電効率の低下を防ぎます。特に、砂漠地帯や高汚染環境での実証試験でその優

れた効果が確認され、太陽光発電の安定供給と運用コスト削減に貢献します。商業化
への期待が高まる画期的な技術です。

公開日 2026年08月29日  Fraunhofer Institute for Solar Energy Systems Press Release  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのフラウンホーファー太陽エネルギーシステム研究所（Fraunhofer ISE）は、太
陽光パネルの発電効率を長期にわたって維持するための、画期的な耐久性超撥水性自己
洗浄コーティングを開発し、その実用性を発表しました。このコーティングは、表面に
付着した汚れを雨水のみで自然に除去する能力を持ち、特に砂漠地帯のような厳しい環
境下での太陽光発電システムの性能低下を防ぎます。

技術・臨床詳細

太陽光パネルの表面に塵や砂、鳥の糞などの汚れが付着すると、太陽光の透過率が低下
し、発電効率が著しく損なわれます。従来、これらの汚れは手動での清掃やロボットに
よる洗浄が必要であり、運用コストと水資源の消費が増大するという課題がありまし
た。今回開発された超撥水性自己洗浄コーティングは、ナノスケールの表面構造によっ
て極めて高い撥水性を実現しています。水滴が表面に触れると、球状のままほとんど接
触せずに転がり落ち、その際に表面の汚れを巻き込んで除去します（ロータス効果）。
この「自己洗浄」機能に加え、特筆すべきは、航空宇宙分野の材料技術を応用した高分
子材料の導入により、コーティング自体の耐久性が大幅に向上している点です。従来の
撥水コーティングは摩耗や紫外線劣化に弱く、短期間で効果が失われることが課題でし
たが、Fraunhofer ISEの技術は、数年間にわたる屋外暴露試験や砂塵試験においても、
その撥水性と洗浄効果を維持することが実証されました。これにより、特に清掃が困難
で汚れやすい砂漠地帯や、都市部の高汚染環境下にある太陽光発電所の発電量低下を効
果的に防ぐことができます。

背景・業界文脈

太陽光発電は、再生可能エネルギーの主力として世界中で導入が進んでいますが、その
発電効率はパネルの汚れに大きく左右されます。特に、水資源が限られている砂漠地帯
や、PM2.5などの大気汚染が深刻な地域では、パネルの汚れが発電量低下の主要な原因
となっていました。手作業による頻繁な清掃は非効率的であり、自動洗浄システムも高
コストや水消費の問題を抱えています。そのため、低コストで長期的な自己洗浄機能を
持つコーティング技術の開発は、太陽光発電のさらなる普及と効率的な運用にとって不
可欠な要素となっていました。



今後の展望

この耐久性超撥水性自己洗浄コーティングは、太陽光発電産業に大きな経済的・環境的
利益をもたらす可能性を秘めています。発電効率の長期的な維持は、発電事業者にとっ
て収益性の向上に直結し、清掃コストと水資源消費の削減は、持続可能な発電モデルの
実現を加速させます。今後は、大規模パネルへのコーティング技術の最適化、さらなる
耐久性向上、そして多様な気候条件下での実証が課題となるでしょう。この技術は、太
陽光発電が直面する運用上の課題を解決し、再生可能エネルギーの普及に不可欠な基盤
技術となることが期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#10 AIが全固体電池向け新型固体電解質を発見、次世代電
池のエネルギー密度と安全性向上に貢献

概要

人工知能（AI）を用いた材料探索プラットフォームが、全固体電池向けの新しい固体
電解質を発見しました。この電解質は、高いイオン伝導度と優れた安定性を持ち、次
世代電池のエネルギー密度と安全性の向上に大きく貢献すると期待されています。AI

が予測した材料設計に基づいて合成と評価が行われ、その有効性が確認されました。
電池材料開発におけるAI活用の可能性を強く示す画期的な成果です。

公開日 2026年09月01日  Nature Energy  国際



詳細

主要成果

画期的な人工知能（AI）駆動型材料探索プラットフォームが、全固体電池の性能を飛躍
的に向上させる可能性を秘めた、全く新しい固体電解質を発見しました。この発見され
た電解質は、既存の材料と比較して著しく高いイオン伝導度と優れた化学的・電気化学
的安定性を兼ね備え、次世代全固体電池のエネルギー密度と安全性の両面において大き
な進展をもたらすと期待されています。

技術・臨床詳細

全固体電池は、既存のリチウムイオン電池が抱える発火リスクを低減し、さらに高いエ
ネルギー密度と長寿命化を実現する「究極の電池」として研究開発が進められていま
す。その鍵となるのが、液系電解質に代わる固体電解質です。しかし、高イオン伝導
度、良好な電極界面適合性、広い電気化学的安定性窓、そして良好な機械的特性を同時
に満たす固体電解質を見つけることは極めて困難でした。本研究では、AIが過去の膨大
な材料データ、物理化学的原理、量子化学計算結果などを学習し、未知の材料空間から
最適な候補材料を予測するアルゴリズムを開発。このAIプラットフォームが、既存の材
料科学者の直感や試行錯誤では到達しにくい、独自の組成と結晶構造を持つ新しい固体
電解質を提案しました。AIの予測に基づいて実際に合成されたこの固体電解質は、室温
でリチウムイオン伝導度が〇〇S/cm（具体的な数値は不明だが、液体電解質に匹敵する
レベル）、さらに充放電サイクル中の安定性も従来の固体電解質を上回ることが実験的
に確認されました。これにより、全固体電池の商業化に向けた大きなボトルネックが解
消される可能性が示されました。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）やポータブル電子機器の普及に伴い、高性能で安全なバッテリーへの
需要はかつてないほど高まっています。特に、リチウムイオン電池の液系電解質が抱え
る液漏れや発火の安全性懸念は、その性能向上と並行して解決すべき重要な課題です。
全固体電池は、これらの課題を一挙に解決する技術として、世界中の自動車メーカーや
電池メーカーが巨額の投資を行っています。しかし、高イオン伝導性固体電解質の開発
は、その中でも最も難しい課題の一つとされてきました。AIの活用は、この複雑な材料
探索プロセスを劇的に加速させ、従来数年かかっていた開発期間を数ヶ月に短縮する可
能性を秘めています。



今後の展望

このAIが発見した新型固体電解質は、全固体電池の実用化を大きく前進させるブレーク
スルーとなるでしょう。エネルギー密度と安全性の向上は、EVの航続距離延長や充電時
間の短縮、そして安全性の確保に直結します。今後は、この電解質を用いた全固体電池
のプロトタイプ製造と、長期間の信頼性およびコスト効率の評価が重要となります。AI
による材料探索は、電池分野に留まらず、触媒、半導体、機能性材料など、あらゆる新
材料開発のパラダイムを変える可能性を秘めており、今後の産業界のイノベーションを
加速させる基盤技術として、その発展が注目されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#11 3Dプリント可能な形状記憶ポリマーがカスタム医療
インプラントを実現、非侵襲手術と機能回復を革新

概要

プレプリントとして、個々の患者に合わせた医療用インプラントとして利用可能な3D

プリント可能な形状記憶ポリマーに関する研究が公開されました。この材料は、生体
内で特定の刺激に応答して形状を変化させることができ、非侵襲的な手術や機能回復

を可能にする画期的な可能性を秘めています。バイオ適合性と滅菌プロセスの適合性
も検証され、臨床応用への期待が高まります。パーソナライズ医療の実現に向けた重
要な一歩です。

公開日 2026年08月29日  bioRxiv  国際



詳細

主要成果

研究者たちは、個々の患者のニーズに合わせてカスタマイズ可能な3Dプリント対応の形
状記憶ポリマーを開発し、その研究成果をプレプリントとして発表しました。この革新
的なポリマーは、生体内で特定の刺激（例: 体温、pH、光）に応答して意図した形状に
変化する能力を持ち、非侵襲的な手術手技や、損傷した組織・臓器の機能回復を促進す
る医療用インプラントとしての応用において、画期的な可能性を提示しています。

技術・臨床詳細

形状記憶ポリマー（SMP）は、一度成形された形状を「一時形状」として記憶し、特定
の外部刺激が与えられると「元の形状」（永久形状）に戻る特性を持つスマート材料で
す。この研究で開発されたSMPは、高解像度の3Dプリンティング技術（例: デジタルラ
イトプロセシングや選択的レーザー焼結）に対応しており、患者のCTスキャンやMRIデ
ータに基づいて、複雑な形状のカスタムインプラントを正確に製造することが可能で
す。特に、生体内で温度変化やpH変化といった生理的刺激に応答して形状を変化させ
るように設計されており、例えば、狭いカテーテルを通して挿入された後、体温によっ
て膨張して特定の部位を充填したり、固定したりするような応用が考えられます。ま
た、生体適合性試験では、材料が周囲の組織に対して有害な反応を引き起こさないこと
が確認され、医療機器としての安全性が示されました。さらに、一般的な医療滅菌プロ
セス（例: ガンマ線滅菌、エチレンオキシド滅菌）にも適合することが検証されてお
り、臨床現場での導入に向けた準備が着実に進んでいます。

背景・業界文脈

現代医療では、患者一人ひとりの体の構造や疾患の状態に合わせた「パーソナライズ医
療」へのニーズが高まっています。特にインプラント分野では、標準化された製品では
適合性が完璧でない場合が多く、術後の合併症や機能不全のリスクを伴うことがありま
した。形状記憶材料は、その動的な特性から、体内で展開・固定できるインプラント
や、組織再生を促すスキャフォールド（足場材料）として注目されてきましたが、製造
の複雑さ、生体適合性、そして精密な制御の難しさが課題でした。3Dプリンティング技
術と形状記憶ポリマーの融合は、これらの課題を克服し、カスタム医療インプラントの
製造と機能性における新たな可能性を切り開くものです。



今後の展望

この3Dプリント可能な形状記憶ポリマーは、心血管インターベンション、骨折治療、軟
組織修復、再生医療など、多岐にわたる医療分野に革新をもたらす可能性を秘めていま
す。非侵襲的アプローチでの手術や、インプラント挿入後の精密な形状調整が可能にな
ることで、患者の回復期間の短縮、疼痛の軽減、そして治療成績の向上が期待されま
す。今後、動物試験からヒト臨床試験へと進むことで、その有効性と安全性がさらに詳
細に評価されるでしょう。この技術は、未来の医療が目指す「患者中心の、より効果的
で安全な治療」の実現に向けた重要な基盤技術となることでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#12 コーネル大学、ウェアラブル電子機器向けに人体動作
で発電する高効率フレキシブル圧電エネルギーハーベスタ
ーを開発

概要

コーネル大学の研究チームが、人体の動きから効率的に電力を生成する高効率なフレ

キシブル圧電エネルギーハーベスターを開発しました。このデバイスは、PVDF複合材
料をベースにしており、ウェアラブルセンサーや小型電子機器のバッテリー寿命を大
幅に延長する可能性を秘めています。発電量と耐久性の詳細が発表され、持続可能な

電力供給源としての実用化に期待が高まります。ウェアラブルデバイスの常時稼働を
可能にするブレークスルーです。

公開日 2026年09月03日  Cornell University News  アメリカ



詳細

主要成果

コーネル大学の研究者たちは、人体の日常的な動きから電力を効率的に生成する、画期
的な高効率フレキシブル圧電エネルギーハーベスターの開発に成功しました。この革新
的なデバイスは、特定のPVDF（ポリフッ化ビニリデン）複合材料を基盤としており、
ウェアラブルセンサーや小型電子機器のバッテリー寿命を大幅に延長する可能性を秘め
ています。

技術・臨床詳細

圧電エネルギーハーベスティングは、機械的な歪みや振動を電気エネルギーに変換する
技術です。今回開発されたハーベスターは、柔軟性と高い圧電応答性を両立させるため
に、PVDFをベースとした複合材料の組成と構造を最適化しました。具体的には、PVDF

ポリマーマトリックス内に特定のナノ構造材料を均一に分散させることで、わずかな人
体の動き（歩行、腕の振り、指の曲げ伸ばしなど）からでも高い効率で電力を生成でき
るよう設計されています。従来の圧電材料と比較して、同等の機械的入力に対する発電
量が飛躍的に向上し、例えば、日常の歩行数千歩で小型ウェアラブルセンサーを数時間
駆動させるのに十分な電力を供給できることが実証されました。また、数万回以上の曲
げ伸ばしサイクルに耐える優れた耐久性も確認されており、長期間にわたる実用的な使
用に耐えうる性能を示しています。このデバイスは、薄く、軽量で、生体適合性も考慮
されているため、衣類に組み込んだり、直接皮膚に貼付したりする形態での応用が可能
です。

背景・業界文脈

ウェアラブル電子機器やIoTデバイスの普及は加速していますが、これらのデバイスの
最大の課題の一つは電力供給です。小型バッテリーの充電頻度や寿命の制約が、ユーザ
ー体験やデバイスの機能を制限しています。環境発電技術、特に人体から得られる運動
エネルギーを利用する圧電ハーベスターは、バッテリー交換や充電の手間を省き、デバ
イスの「常時稼働」を可能にする有望なソリューションとして注目されてきました。し
かし、従来の圧電ハーベスターは、発電効率が低かったり、柔軟性に欠けたり、耐久性
に問題があったりすることが多く、実用化が困難でした。



今後の展望

コーネル大学が開発したこのフレキシブル圧電エネルギーハーベスターは、ウェアラブ
ルデバイス市場に革命をもたらす可能性を秘めています。バッテリーの小型化や交換不
要化が進むことで、より軽量で快適なスマートウォッチ、フィットネストラッカー、ヘ
ルスケアモニターなどが実現するでしょう。また、工場や建設現場における作業員の安
全モニタリング用センサー、軍事用途のポータブル電源など、様々な分野での応用が期
待されます。今後は、発電量のさらなる向上、異なる使用環境下での性能評価、そして
製造コストの最適化が進められることで、持続可能な自己給電型電子機器の未来を拓く
重要な基盤技術となることが予測されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#13 グラフェン強化熱電材料が産業排熱を効率変換、製鉄
所・化学プラントで発電効率向上を実証

概要

グラフェンをドープした新しい熱電材料が開発され、産業排熱を効率的に電力に変換
する用途で注目を集めています。この材料は、高い熱伝導率と電気伝導率を両立させ
ることで、従来の熱電材料よりも熱電変換効率を向上させることに成功しました。製

鉄所や化学プラントなど、高温環境下での実証試験が成功裏に完了し、その実用性が
示されました。持続可能な産業プロセスへの貢献が期待されます。

公開日 2026年09月02日  Advanced Energy Materials  国際



詳細

主要成果

研究チームは、グラフェンを複合化した新型熱電材料を開発し、この材料が産業排熱を
効率的に電力へ変換する能力を持つことを実証しました。この革新的な材料は、優れた
熱伝導率と電気伝導率を同時に達成することで、従来の熱電材料と比較して熱電変換効
率を大幅に向上させることに成功しました。特に、製鉄所や化学プラントといった高温
の産業環境下での実証試験が成功裏に完了し、その高い実用性が確認されています。

技術・臨床詳細

熱電材料は、温度差を直接電力に変換する固体素子であり、未利用の排熱エネルギーを
回収するクリーンな発電技術として期待されています。材料の熱電変換効率は、高いゼ
ーベック係数、高い電気伝導率、そして低い熱伝導率という三つの要素を高いレベルで
バランスさせることによって向上します。しかし、これら三つの要素は相互に影響し合
うため、同時に最適化することは非常に困難でした。本研究で開発されたグラフェン強
化熱電材料は、既存の熱電半導体基材にグラフェンナノシートをナノスケールで均一に
分散させることで、この課題を克服しました。グラフェンは、その優れた電気伝導性と
熱伝導率、そして非常に高い表面積を持つことから、複合材料の特性を劇的に改善する
効果があります。特に、グラフェンの導入により、電子の散乱を制御しつつ電気伝導率
を向上させ、同時にフォノン（熱振動を伝える素子）の散乱を促進して熱伝導率を低減
することに成功しました。この結果、従来の熱電材料に比べ、同程度の温度差からより
多くの電力を生成できる、つまり熱電変換効率が数％から数十％向上したと報告されて
います。実際の産業環境下での実証試験では、例えば製鉄所の排熱ダクトや化学反応炉
の表面に設置することで、安定して電力を供給できることが示され、その堅牢性と信頼
性も確認されました。



背景・業界文脈

産業活動に伴う排熱は、全世界のエネルギー消費量の大きな部分を占めており、その多
くが未利用のまま大気中に放出されています。これは、エネルギー損失であるだけでな
く、地球温暖化の原因となるCO2排出にも繋がっています。排熱回収技術は、エネルギ
ー効率の向上と温室効果ガス排出削減の両面で極めて重要であり、国際的な環境規制強
化の動きの中で、その開発が強く求められています。熱電発電は、可動部がなくメンテ
ナンスが容易、直接発電が可能というメリットがありますが、これまでは変換効率とコ
ストの課題から大規模導入が進んでいませんでした。グラフェンという最先端材料を応
用した今回の研究は、これらの課題解決に向けた大きな一歩となります。

今後の展望

グラフェン強化熱電材料は、産業排熱をクリーンな電力に変えることで、持続可能な産
業プロセスの実現に大きく貢献する可能性を秘めています。製鉄、セメント、ガラス、
化学など、大量の熱を発生する基幹産業での採用が期待され、エネルギーコストの削減
とCO2排出量目標の達成を支援します。今後は、材料の大規模製造技術の確立、さらな
る変換効率の向上、そして多様な産業環境への適応性評価が焦点となります。将来的に
は、工場全体をスマートエネルギーシステムに統合し、排熱を最大限に活用する「ゼロ
エミッション工場」の実現にも寄与すると予測され、エネルギー産業に革新をもたらす
重要な基盤技術となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#14 MITが新型音響メタマテリアルを発表、都市騒音を最
大XX%削減し次世代の都市インフラ騒音制御を可能に

概要

MITの研究者たちは、都市環境における騒音問題を解決するための新しい音響メタマ
テリアルを発表しました。この革新的な構造体は、特定の周波数の音波を効果的に吸
収または偏向させることができ、交通騒音や建設現場の騒音を大幅に低減する可能性

を秘めています。都市インフラへの応用が検討されており、次世代の騒音制御技術と
して注目されます。住民の生活の質を向上させる画期的な技術です。

公開日 2026年08月30日  MIT News  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究者チームは、都市環境に蔓延する騒音問題に
対する革新的な解決策として、特定の周波数帯の音波を効率的に吸収または偏向させる
新しい音響メタマテリアルを発表しました。この画期的な材料は、交通騒音や建設現場
の騒音といった主要な都市騒音源を大幅に低減し、都市住民の生活の質を向上させる可
能性を秘めています。

技術・臨床詳細

従来の騒音対策は、重くて厚い材料による吸音や遮音、あるいはアクティブノイズキャ
ンセリングといった手法が主流でした。しかし、これらは設置スペースの制約やコス
ト、消費電力などの課題を抱えています。音響メタマテリアルは、通常の材料では見ら
れない音響特性（例：負の屈折率、高次モードの共鳴）を示すように設計された人工構
造体です。今回開発されたメタマテリアルは、微細な共鳴器や導波管構造を周期的に配
置することで、特定の周波数帯の音波エネルギーを捕捉・散逸させたり、音波の進行方
向を精密に制御したりする能力を持ちます。例えば、研究では交通騒音の主成分である
低周波音（〇〇Hz〜〇〇Hz）に対して、既存の吸音材よりも効率的に音響エネルギー
を減衰させることに成功しました。この特性により、従来の騒音壁と比較してはるかに
薄く、軽量な構造で同等以上の騒音低減効果が期待できます。材料の設計は、コンピュ
ータシミュレーションと最適化アルゴリズムを駆使して行われ、特定の都市環境の騒音
スペクトルに合わせてカスタマイズが可能です。これにより、例えば高速道路沿いや建
設現場周辺で、指向性を持った騒音制御を実現することができます。

背景・業界文脈

都市化の進展に伴い、騒音公害は世界中の大都市で深刻な問題となっています。交通量
増加、建設活動、工業活動などによる騒音は、住民の睡眠障害、ストレス増加、心血管
疾患リスクの上昇など、健康に悪影響を及ぼすことが指摘されています。各国・地域で
は騒音規制が強化されていますが、既存の対策技術では物理的・経済的制約から十分な
効果が得られない場合も少なくありません。そのため、より効率的で設置が容易な次世
代の騒音制御技術が強く求められていました。音響メタマテリアルは、その高度な音波
制御能力から、この課題を解決するブレークスルー技術として期待されています。



今後の展望

MITが開発したこの音響メタマテリアルは、都市インフラの設計に革命をもたらし、よ
り静かで快適な都市空間の実現に貢献するでしょう。道路や鉄道沿いの防音壁、建設現
場の仮設障壁、高層ビルのファサード、さらには換気システムや空調設備の騒音対策な
ど、幅広い応用が検討されています。軽量かつ薄型であるため、既存の構造物への後付
けも容易であり、景観への影響も最小限に抑えられます。今後、大規模な実証プロジェ
クトを通じてその有効性と経済性が確認されれば、スマートシティの重要な構成要素と
して世界中に普及する可能性があります。この技術は、音の物理学における新たな理解
に基づき、持続可能で健康的な都市生活を支える不可欠な要素となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#15 温度・pH応答型自己適応ハイドロゲルがソフトロボ
ット人工筋肉と高感度電子皮膚を実現、医療・生体工学応
用を加速

概要

研究者たちは、温度やpHの変化に応じて自己適応的に形状や特性を変化させるハイド

ロゲルを開発しました。この革新的な材料は、ソフトロボットの人工筋肉や、高感度
な電子皮膚センサーへの応用が期待されています。特に、外部刺激に対する可逆的な
形状変化と、高い生体適合性が特徴であり、医療分野や生体工学分野における新たな

デバイス開発を加速させます。次世代のヒューマン・マシン・インターフェースに貢
献するブレークスルーです。

公開日 2026年09月04日  Cell Reports Physical Science  国際



詳細

主要成果

研究チームは、周囲の温度やpH値の変化に自律的に応答し、形状や機能性を可逆的に
変化させる、画期的な自己適応型ハイドロゲルを開発しました。このスマート材料は、
ソフトロボットの人工筋肉や、極めて高感度な電子皮膚センサーとしての応用におい
て、その大きな可能性を示しており、医療・生体工学分野における次世代デバイスの創
出を加速させるものです。

技術・臨床詳細

ハイドロゲルは、大量の水を吸収して膨潤する高分子ネットワークであり、その柔軟性
と生体適合性から医療・バイオ分野で広く研究されています。今回開発された自己適応
型ハイドロゲルは、特定の温度域（例：体温付近）やpH値（例：生体内の生理的pH）
に達すると、ポリマー鎖の疎水性・親水性バランスが変化し、これに伴い大きく膨潤・
収縮するメカニズムを備えています。この可逆的な形状変化は、例えばソフトロボット
の関節部分に組み込むことで、外部からの電力供給なしに、環境の変化に応じて自律的
に動きを生み出す「人工筋肉」として機能することを可能にします。また、このハイド
ロゲルの膨潤・収縮に伴う微細な電気的特性の変化を高感度で捉えることで、触覚や圧
力、温度、特定の化学物質（pH変化）などを検知する「電子皮膚」センサーとしても
機能します。生体適合性も高く、人体に接触するデバイスへの応用において安全性も確
保されています。その応答速度や形状変化の精度も、これまでのハイドロゲルを凌駕す
るレベルに達しています。

背景・業界文脈

ソフトロボットやウェアラブル電子機器の分野では、従来の硬い電子部品や機械部品で
は実現できなかった、人間や生体との自然な相互作用が可能な材料が強く求められてい
ます。特に、生体信号をリアルタイムで検知する電子皮膚や、人間の動きを模倣する人
工筋肉は、医療診断、リハビリテーション、義肢、そしてヒューマン・マシン・インタ
ーフェース（HMI）の進化にとって不可欠な要素です。しかし、これらの要求を満たす
材料はこれまで限られていました。環境に応じて自律的に機能するスマート材料として
のハイドロゲルは、この課題に対する有望なソリューションとして注目されてきまし
た。



今後の展望

この自己適応型ハイドロゲルは、ソフトロボット工学と電子皮膚技術に新たな地平を切
り開くでしょう。医療分野では、患者の体に負担をかけずに生体情報をモニタリングす
るスマートパッチや、病変部位に直接作用するスマートドラッグデリバリーシステム、
さらにはより自然な動きを再現する義手・義足への応用が期待されます。また、ロボッ
ト工学では、柔らかく安全なインタラクションが可能なロボットハンドや、環境に適応
して自律的に行動するロボットの開発に貢献します。今後、材料の長期的安定性や大量
生産技術の開発が進むことで、これらの画期的なアプリケーションが実用化され、医
療、ヘルスケア、ロボット産業におけるイノベーションを加速させることが予測されま
す。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#16 高エントロピー酸化物、水電解によるグリーン水素製
造の触媒として優れた性能を発揮、貴金属触媒代替へ期待

概要

新しい高エントロピー酸化物（HEO）が、水電解によるグリーン水素製造の触媒とし
て優れた性能を示すことが報告されました。この触媒は、高い安定性と活性を両立
し、従来の貴金属触媒に代わる低コストかつ高効率な代替材料として注目されていま

す。大規模な水素製造プロセスへの適用可能性が検証されており、持続可能なエネル
ギー生産に向けた重要なブレークスルーです。脱炭素社会実現に大きく貢献すると期
待されています。

公開日 2026年08月27日  ACS Catalysis  国際



詳細

主要成果

研究チームは、水電解プロセスによるグリーン水素製造において、従来の貴金属触媒に
匹敵するか、あるいはそれ以上の性能を示す新しい高エントロピー酸化物（HEO）触媒
を開発しました。この革新的な触媒は、高い触媒活性と長期的な安定性を兼ね備え、低
コストで高効率な水素製造を可能にする次世代材料として大きな注目を集めています。

技術・臨床詳細

グリーン水素製造は、再生可能エネルギー由来の電力を用いて水を電気分解し、二酸化
炭素を排出せずに水素を得るプロセスです。このプロセスにおいて、水分解反応の効率
を決定する重要な要素が触媒です。現在、最も効率的な触媒は白金（Pt）やイリジウム
（Ir）などの貴金属ですが、これらの材料は高価であり、資源も限られているため、大
規模な水素製造コストを押し上げる要因となっています。今回開発されたHEO触媒は、
5種類以上の異なる金属酸化物を均一に混合することで、従来の単一または少数の元素
からなる酸化物触媒とは異なる独特な電子構造と格子歪みを有します。この高エントロ
ピー効果により、触媒活性サイトの多様性が増し、反応中間体の吸着・脱着挙動が最適
化されることで、水分解反応の過電圧（反応に必要な余分な電圧）を大幅に低減するこ
とに成功しました。これにより、少ないエネルギーで効率的に水素を生成できることを
意味します。また、酸性およびアルカリ性の両方の環境下で優れた安定性を示し、長時
間連続運転においても触媒性能の劣化がほとんど見られないことが確認されました。こ
れは、多様な水電解システムへの適用可能性を示唆しています。

背景・業界文脈

地球温暖化対策として、化石燃料から水素エネルギーへの転換は喫緊の課題であり、特
に製造過程でCO2を排出しない「グリーン水素」の生産は、脱炭素社会実現の鍵とされ
ています。各国政府はグリーン水素製造技術の開発に巨額の投資を行っていますが、そ
の普及を阻む最大の要因の一つが高価な貴金属触媒と、それに伴う水素製造コストの高
さでした。安価で高性能な非貴金属触媒の開発は、グリーン水素のコストを大幅に引き
下げ、その大規模な社会実装を加速させるために不可欠です。



今後の展望

このHEO触媒の開発は、グリーン水素製造技術におけるゲームチェンジャーとなる可能
性を秘めています。低コストで高効率な触媒が実用化されれば、水電解による水素製造
コストが大幅に下がり、グリーン水素の市場競争力が飛躍的に向上するでしょう。今後
は、材料の大規模合成プロセスの確立、耐久性のさらなる評価、そして実際の水電解ス
タックへの統合と長期運転試験が焦点となります。この技術は、再生可能エネルギーと
連携した水素社会の構築を加速させ、産業、交通、電力分野における脱炭素化に不可欠
な基盤技術として、その発展が強く期待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#17 スピントロニクスMRAMがSOT書き込み技術改良で耐
久性を大幅向上、データストレージとエッジAIデバイスの
進化を加速

概要

スピントロニクス材料を用いた次世代MRAM（磁気抵抗メモリ）において、スピン軌

道トルク（SOT）を利用した書き込み技術が改良され、デバイスの耐久性が大幅に向
上しました。これにより、SOT-MRAMは高速・低消費電力で不揮発性メモリとして、
データストレージやエッジAIデバイスへの応用が進展すると見られています。メモリ

技術の性能と信頼性を高める重要な進展であり、今後のITインフラに貢献します。

公開日 2026年09月03日  Applied Physics Letters  国際



詳細

主要成果

次世代の不揮発性メモリとして期待されるスピントロニクスMRAM（磁気抵抗メモリ）
において、スピン軌道トルク（SOT）を用いた書き込み技術が大幅に改良され、デバイ
スの動作耐久性が劇的に向上しました。このブレークスルーにより、SOT-MRAMは高速
性、低消費電力、そして非揮発性を兼ね備えたメモリとして、データストレージシステ
ムや、特にリアルタイム処理が求められるエッジAIデバイスへの応用が加速されると予
測されています。

技術・臨床詳細

MRAMは、情報の記憶に磁化の方向を利用する不揮発性メモリであり、電源を切っても
データが消えないという特性を持っています。中でもSOT-MRAMは、電流が流れる際に
発生するスピン軌道トルクという物理現象を利用して、磁化の方向を高速かつ低消費電
力で反転させる書き込み方式を採用しています。従来のMRAMの書き込み方式（スピン
転移トルク、STT）では、書き込み電流が磁気トンネル接合（MTJ）素子を直接通過す
るため、絶縁膜の劣化による耐久性（書き換え回数）の課題がありました。今回発表さ
れたSOT書き込み技術の改良は、MTJ素子とは別のパスに電流を流すことでスピン軌道
トルクを生成し、MTJ素子への物理的な負荷を軽減するものです。この新しい設計と材
料の最適化により、SOT-MRAMの書き換え回数は従来の数倍から数十倍に増加し、ギガ
バイト規模のメモリにおける期待寿命が実用レベルに達することが実証されました。こ
れにより、高速DRAMと低消費電力NANDフラッシュメモリの両方の利点を併せ持つ
「ユニバーサルメモリ」としてのSOT-MRAMの可能性が現実味を帯びてきました。

背景・業界文脈

現代のコンピューティングシステムは、CPUとメモリ間のデータ転送速度の遅延（フォ
ン・ノイマン・ボトルネック）や、メモリ自体の消費電力、そしてデータセンターにお
ける膨大な電力消費という課題に直面しています。特にAI、IoT、ビッグデータ処理の
進化は、高速かつ大容量で、さらに電力効率の高い不揮発性メモリへの需要を加速させ
ています。MRAMは、これらの課題を解決する次世代メモリとして期待されており、中
でもSOT-MRAMは、その高速性と低消費電力から特に注目されています。しかし、耐久
性の限界がその広範な応用を阻む要因となっていました。



今後の展望

SOT書き込み技術の耐久性向上は、SOT-MRAMがデータストレージ市場とエッジAI市場
で本格的に普及するための道を開くものです。高性能な不揮発性SOT-MRAMは、データ
センターのサーバーにおいて、DRAMの代わりにメインメモリとして使用されること
で、システム全体の消費電力を大幅に削減し、ビッグデータ処理の効率を向上させる可
能性があります。また、エッジAIデバイスでは、デバイス内での高速なデータ処理と学
習を低消費電力で実現し、クラウドへの依存度を低減します。将来的には、スマートフ
ォン、ウェアラブルデバイス、IoTセンサーなど、あらゆる電子機器に組み込まれ、常
時稼働かつ省電力なスマートデバイスの実現に貢献するでしょう。この技術は、情報処
理と記憶のあり方を根本から変革し、次世代のITインフラを支える基盤となることが期
待されます。

元記事: #

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#18 ケンタッキー州運輸省、高速道路工事向け承認材料リ
ストを更新：ASTM基準適合を強化

概要

ケンタッキー州運輸省は、州内の高速道路工事で使用が承認された材料のリストを更
新した。この「承認材料リスト」は、ASTM C 260やASTM C 989などの厳格な要件に
準拠する新しいブランドや材料源を追加する手続きを明確にしている。これにより、

建設プロジェクトにおける材料品質と安全性が確保され、州のインフラ整備が効率的
に進められる。

公開日 2026年08月30日  Kentucky Transportation Cabinet (KYTC)  アメリカ



詳細

主要成果

ケンタッキー州運輸省（KYTC）は、州内の高速道路工事に必須となる承認材料リスト
を更新し、建設業界における材料選定の透明性と品質基準を一層強化しました。この改
訂は、州のインフラプロジェクトにおける安全性と耐久性を確保するための重要なステ
ップです。

技術・規制詳細

KYTCの承認材料リストは、アスファルト、コンクリート、骨材、鋼材、標識材料な
ど、多岐にわたる建設材料を対象としています。

今回の更新では、ASTM C 260（コンクリート用空気連行剤の標準仕様）やASTM C

989（セメントコンクリート用粒状高炉スラグの標準仕様）などの国際的な材料規格
への準拠が再度強調されています。

新しいブランドや材料源をリストに追加するための詳細な手続きが提供されており、
厳格な品質管理体制が求められます。

背景・業界文脈

公共インフラプロジェクトにおいては、使用される材料の品質が構造物の寿命と安全性
に直結します。KYTCのような州政府機関が承認済み材料リストを動的に維持すること
は、施工業者が信頼性の高い材料を選定し、プロジェクトの遅延やコスト超過を防ぐ上
で極めて重要です。

今後の展望

この更新により、ケンタッキー州内の高速道路建設における材料の信頼性がさらに向上
し、公共投資の効率化が期待されます。また、基準適合を義務付けることで、材料サプ
ライヤーには継続的な品質改善と技術革新が促されるでしょう。

元記事: https://transportation.ky.gov/Materials/Documents/LAM.PDF

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://transportation.ky.gov/Materials/Documents/LAM.PDF


#19 FDA、医療機器の大型分子フッ素ポリマー（PFAS）
の安全使用を再確認も、欧州・半導体業界はPFAS規制強
化へ

概要

米国FDAは、医療機器で使用される大型分子フッ素ポリマー（PFASの一種）の継続的
な安全使用を再確認した。これは、特に生体適合性が必要なシングルユースバイオ医

薬品システムにおいて、その高性能が代替困難であることを示唆する。一方で、欧州
では広範なPFAS禁止が議論されており、半導体製造業界ではPFASフリー材料への移行

が喫緊の課題となっている。

公開日 2026年09月03日  Facebook (Fraunhofer IFAM, Inhance Technologies, Brewer Science

posts)  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）は、医療機器における特定のPFAS、特に大型分子フッ素ポリ
マーの安全な使用を引き続き支持する姿勢を示しました。これは、世界的にPFASに対す
る規制強化の動きが加速する中で、医療用途におけるこれら材料の重要性と代替困難性
を浮き彫りにしています。

技術・規制詳細

FDAの声明は、バイオ医薬品製造プロセスで広く使用されるシングルユースシステム
における大型分子フッ素ポリマーの安全性と性能を再確認するものです。これらのポ
リマーは、高い化学的不活性、耐熱性、低摩擦性といった特性から、流体輸送、フィ
ルター、反応容器などの重要部品に不可欠です。

しかし、欧州ではPFAS全体に対する広範な禁止提案が議論されており、その動向は
様々な産業に大きな影響を与えつつあります。

特に半導体製造業界では、PFASフリー材料への移行が喫緊の優先事項として認識さ
れており、製造プロセスのクリーン性と環境負荷低減の両立が求められています。

ドイツのフラウンホーファーIFAMは、COMPAMED 2024で革新的なコーティングや
プラズマポリマーソリューションを展示予定であり、PFAS代替技術開発の一翼を担
っています。

背景・業界文脈

PFASは、その優れた機能性から多岐にわたる製品に利用されてきましたが、「永遠の化
学物質」として環境中での残留性や健康への影響が懸念され、世界的な規制強化が進ん
でいます。特に、医療機器や半導体といった高機能が要求される分野では、性能と安全
性、そして規制適合のバランスを取ることが課題となっています。



今後の展望

FDAの今回の再確認は、医療機器分野におけるPFASの一部使用継続を支持するものの、
欧州をはじめとする国際的な規制の動向は、各企業に代替材料の開発とサプライチェー
ンの見直しを加速させるでしょう。高性能かつ環境に配慮した材料ソリューションへの
需要は今後も高まり、材料科学のイノベーションがさらに促進されると予想されます。

元記事: https://www.facebook.com/amipolymerindia/posts/the-growing-scrutiny-around-pfas-is-raising-

an-important-question-for-single-use/1525070756302783/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/amipolymerindia/posts/the-growing-scrutiny-around-pfas-is-raising-an-important-question-for-single-use/1525070756302783/
https://www.facebook.com/amipolymerindia/posts/the-growing-scrutiny-around-pfas-is-raising-an-important-question-for-single-use/1525070756302783/


#20 3D Systemsとサバンナリバー国立研究所が提携、エ
ネルギー・国家安全保障向け積層造形技術を強化

概要

3D Systemsとサバンナリバー国立研究所（SRNL）が、エネルギーおよび国家安全保障
分野における積層造形（AM）技術の進展を目指し戦略的提携を結んだ。この協力は、
材料開発、AI/機械学習を用いたプロセス最適化、製造システムのサイバーセキュリテ

ィ強化、および専門人材の育成に注力する。米国エネルギー省（DOE）がSRNLに設立
する先端製造共同研究施設（AMC）が、この取り組みの主要拠点となる。

公開日 2026年08月28日  Facebook (3D Systems)  アメリカ



詳細

主要成果

積層造形（AM）技術のリーディングカンパニーである3D Systemsと、米国の重要な研
究機関であるサバンナリバー国立研究所（SRNL）は、エネルギーおよび国家安全保障
分野におけるAM技術の革新と応用を加速させるための戦略的提携を発表しました。こ
の協力は、高度な材料の迅速な開発と、信頼性の高い製造プロセスの確立を目的として
います。

技術・臨床詳細

提携の主要な焦点は、材料開発、特に高温や高放射線環境に耐えうる特殊材料のAM

プロセスへの適用です。

AIと機械学習を活用し、積層造形プロセスのパラメーターを最適化することで、製品
の品質と再現性を飛躍的に向上させます。これにより、試作から量産までの期間短縮
とコスト削減が期待されます。

製造システムのサイバーセキュリティ強化も重要な柱であり、国家安全保障に関わる
機密性の高い部品製造において、データの完全性とシステムの脆弱性対策を徹底しま
す。

SRNLに米国エネルギー省（DOE）が立ち上げる先端製造共同研究施設（AMC）が、
この共同研究の主要なハブとなり、核エネルギーや広範なエネルギーインフラ、さら
には防衛分野へのAM技術の応用を支援します。

背景・業界文脈

積層造形は、複雑な形状やカスタマイズされた部品を効率的に製造できるため、航空宇
宙、医療、エネルギーといった高付加価値産業で注目されています。特に国家安全保障
やエネルギー分野では、サプライチェーンの強靭化と国内製造能力の向上が喫緊の課題
であり、AM技術はこれらの課題解決に貢献する鍵となります。



今後の展望

この提携は、米国における積層造形技術の競争力を高め、エネルギー供給の安定化と国
家安全保障の強化に貢献すると見られます。AIとAMの融合は、材料科学と製造業の新
たな地平を切り開き、未来の産業インフラを再構築する可能性を秘めています。また、
労働力育成への注力は、次世代の技術者や科学者を育成する上で不可欠であり、持続可
能なイノベーションエコシステムの構築に寄与するでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/Engineering.report/posts/3d-systems-and-savannah-river-national-

laboratory-have-entered-into-a-cooperativ/1564898258984046/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/Engineering.report/posts/3d-systems-and-savannah-river-national-laboratory-have-entered-into-a-cooperativ/1564898258984046/
https://www.facebook.com/Engineering.report/posts/3d-systems-and-savannah-river-national-laboratory-have-entered-into-a-cooperativ/1564898258984046/


#21 物質・材料研究機構（NIMS）、機能性材料の基盤研
究開発で高評価：新規材料合成からデバイス応用まで貢献

概要

国立研究開発法人物質・材料研究機構（NIMS）は、令和7年度の業務実績評価で、機

能性材料の創出に向けた基盤研究開発において顕著な成果を上げたとして高評価を獲
得した。特に新規材料合成、結晶成長、ナノフォトニクス加工、量子・光学物性評

価、デバイス応用探索といった幅広い分野で進展が見られる。最新の走査透過電子顕
微鏡など先端設備の導入も、国内外の研究水準向上に貢献している。

公開日 2026年08月31日  文部科学省 (Ministry of Education, Culture, Sports, Science and

Technology, Japan)  日本



詳細

主要成果

国立研究開発法人物質・材料研究機構（NIMS）は、文部科学省が実施した令和7年度の
業務実績評価において、機能性材料の創出を目指した基盤研究開発で非常に優れた成果
を上げていると評価されました。これは、日本の材料科学分野におけるNIMSの国際的
なリーダーシップと貢献を再確認するものです。

技術・臨床詳細

NIMSの研究は、新規材料合成から始まり、単結晶育成、異なる材料を組み合わせる
ヘテロ構造結晶成長、そして詳細な構造・組成解析まで、材料開発の全サイクルをカ
バーしています。

特にナノフォトニクス微細加工技術の進展は、光と物質の相互作用を利用した次世代
デバイス開発に貢献しています。

量子・光学物性評価技術の向上により、材料の根本的な特性をより深く理解し、新た
な機能性発現のメカニズム解明に繋がっています。

これらの基盤研究成果は、最終的に高効率なデバイス応用探索へと繋げられ、実用化
に向けた道筋が描かれています。

最新鋭の走査透過電子顕微鏡（STEM）などの先端研究設備への投資は、NIMSの研究
能力を大幅に高め、国内外の物質・材料研究コミュニティ全体の水準向上にも貢献し
ています。

背景・業界文脈

機能性材料は、エレクトロニクス、エネルギー、環境、バイオメディカルといった多岐
にわたる産業分野においてイノベーションの源泉となっています。NIMSのような研究
機関が、基礎研究から応用研究まで一貫して支援することで、国の科学技術力と産業競
争力の維持・向上に不可欠な役割を果たしています。特に、日本の材料科学は世界的に
高い評価を受けており、NIMSはその中核を担う存在です。



今後の展望

NIMSの継続的な研究開発と先端設備への投資は、次世代の革新的な機能性材料の発見
と実用化を加速させるでしょう。これにより、日本が直面するエネルギー問題、環境問
題、医療課題などの社会課題解決に貢献し、新たな産業創出の可能性を広げることが期
待されます。また、国際共同研究をさらに推進することで、グローバルな科学技術発展
への貢献も強化されると見られます。

元記事: https://www.mext.go.jp/content/20260831-mxt_nanozai-100000126_1.pdf

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mext.go.jp/content/20260831-mxt_nanozai-100000126_1.pdf


#22 AI駆動型材料発見がR&Dを革新：生成モデルとグラ
フニューラルネットワークで逆設計を加速

22_AI駆動型材料発見がR&Dを革新：生成モデルとグラフニューラルネットワークで逆設計を
加速

概要

AI駆動型材料発見が研究開発の不可欠なインフラへと進化し、生成モデルやグラフニ

ューラルネットワーク、自律型ラボがその変革を牽引している。特に生成モデルは、
特定の目標特性に最適化された新規分子構造を提案する「逆設計」を可能にし、従来
の材料探索プロセスを根本的に変えつつある。しかし、AIによって発見された材料の

規制枠組みや知的財産権に関する課題は依然として未解決だ。

公開日 2026年09月02日  Cypris AI  アメリカ



詳細

主要成果

AIによる材料発見は、研究開発（R&D）の中核インフラとして急速に定着し、生成モデ
ル、グラフニューラルネットワーク、自律型ラボが材料科学の新たなフロンティアを切
り開いています。これにより、従来の手法では困難だった革新的な機能を持つ材料の
「逆設計」が可能となり、研究の効率と速度が飛躍的に向上しています。

技術・臨床詳細

生成モデル（Generative Models）: これらのモデルは、既存の候補を評価するだけ
でなく、特定の目標特性（例：特定の熱伝導率、強度、導電性）に最適化された全く
新しい分子構造や材料組成を自律的に提案できます。これは、数百万の可能性の中か
ら最適な解を効率的に探索する、いわゆる「逆設計（Inverse Design）」アプローチ
を可能にします。

グラフニューラルネットワーク（Graph Neural Networks, GNNs）: 材料の原子構造
や分子構造をグラフとして表現し、その関係性から物性を予測するGNNsは、材料設
計の精度を大幅に高めます。これにより、膨大な実験データやシミュレーションデー
タから複雑なパターンを抽出し、新たな材料候補の発見を加速します。

自律型ラボ（Autonomous Labs）: AI制御のロボットや自動化された実験システム
は、材料の合成、特性評価、データ収集といった実験サイクルを人間を介さずに実行
します。これにより、24時間体制での実験が可能となり、材料発見のスピードが飛
躍的に向上し、研究者の負担を軽減します。

背景・業界文脈

材料科学分野では、新たな機能性材料の発見が、エレクトロニクス、エネルギー、医
療、航空宇宙など、あらゆる産業の進歩を左右します。しかし、従来の試行錯誤に基づ
くアプローチは時間とコストがかかるものでした。AIの導入は、この探索空間を劇的に
縮小し、より少ないリソースでより多くの革新的な成果を生み出す可能性を秘めていま
す。



今後の展望

AI駆動型材料発見は、今後もR&Dを根本から変革し続けるでしょう。しかし、この技術
の急速な進歩に対し、AIによって発見された材料の安全性検証要件や、AIが生成した発
明に関する知的財産権の帰属といった規制枠組みは追いついていません。これらの課題
の解決が、AIがもたらすイノベーションを社会全体に普及させる上での鍵となります。
国際的な協力による規制の整備が急務であり、その進捗が今後の材料開発の速度を左右
すると考えられます。

元記事: https://cypris.ai/insights/ai-accelerated-materials-discovery-in-2025-how-generative-models-

graph-neural-networks-and-autonomous-labs-are-transforming-r-d?fa052d8a_page=1

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cypris.ai/insights/ai-accelerated-materials-discovery-in-2025-how-generative-models-graph-neural-networks-and-autonomous-labs-are-transforming-r-d?fa052d8a_page=1
https://cypris.ai/insights/ai-accelerated-materials-discovery-in-2025-how-generative-models-graph-neural-networks-and-autonomous-labs-are-transforming-r-d?fa052d8a_page=1


#23 オランダのエンジニア、熱・スマート材料・AI統合の
建築システム開発：建物が「エネルギーグリッド」の一部
に

概要

オランダのエンジニアが、熱貯蔵、スマート材料、AI制御システムを統合した革新的

な建築システムを開発した。これにより建物はエネルギーをインテリジェントに吸
収・貯蔵・放出できるようになり、都市のエネルギーグリッドの一部として機能す
る。この技術は、新たな発電所建設なしに都市の排出量削減に貢献し、欧州委員会が

掲げる2030年までの新築ゼロエミッション目標達成に向けた重要な一歩となる。

公開日 2026年08月29日  Facebook (Passive House International)  オランダ



詳細

主要成果

オランダのエンジニアチームが、熱貯蔵、スマート材料、およびAI制御システムを高度
に統合した革新的な建築システムを開発しました。このシステムにより、建物は単なる
消費地ではなく、エネルギーをインテリジェントに管理・供給する「動的なエネルギー
ノード」として機能し、都市のカーボンニュートラル化に大きく貢献します。

技術・臨床詳細

開発された建築システムは、高効率な熱貯蔵ソリューションを組み込むことで、日中
の太陽エネルギーや余剰熱を蓄え、必要に応じて放出することを可能にします。これ
により、暖房や冷房のエネルギー消費を大幅に削減します。

「スマート材料」の導入は、外部環境の変化（温度、日射量など）に応じて自律的に
特性を変化させ、最適な断熱性や日射遮蔽性を実現します。例えば、相転移材料やク
ロモジェニック材料がその例です。

AI制御システムが、建物のエネルギー需要予測、外部環境データ、occupants の行動
パターンをリアルタイムで分析し、エネルギーの吸収、貯蔵、放出を最適化します。
これにより、エネルギー効率が最大化され、エネルギーコストも削減されます。

オーストリアのインスブルックにあるパッシブハウスでの実証実験では、バッテリー
および水素貯蔵システムが統合され、自己消費率の向上と系統への貢献が確認されて
います。

背景・業界文脈

欧州連合（EU）は、2050年までにカーボンニュートラル経済を実現するという野心的
な目標を掲げており、建築物のエネルギー効率向上はその達成に不可欠な要素です。欧
州委員会は、2030年までにすべての新築建物をゼロエミッションにするという目標を設
定しており、今回のオランダの取り組みは、この目標達成に向けた重要な技術的ブレー
クスルーと位置づけられます。



今後の展望

この統合型建築システムが普及すれば、都市は新たな発電所を建設することなく、エネ
ルギー消費量を大幅に削減し、排出量を劇的に減らすことが可能になります。建物がエ
ネルギーグリッドの一部として機能することで、再生可能エネルギーの導入拡大と系統
の安定化にも寄与し、持続可能な都市開発に新たな方向性を示すでしょう。これは、ス
マートシティ構想の中核をなす技術として、今後世界的に注目されることが予想されま
す。

元記事: https://www.facebook.com/PassiveHouseInternational/posts/-how-can-energy-storage-make-

positive-energy-buildings-more-economically-viableo/1796888502438550/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/PassiveHouseInternational/posts/-how-can-energy-storage-make-positive-energy-buildings-more-economically-viableo/1796888502438550/
https://www.facebook.com/PassiveHouseInternational/posts/-how-can-energy-storage-make-positive-energy-buildings-more-economically-viableo/1796888502438550/


#24 ABTC、DOE幹部に電池リサイクル・リチウム生産施
設を披露：1.5億ドル助成金で第2リサイクル施設を計画

概要

American Battery Technology Company (ABTC)は、米国エネルギー省（DOE）および州
の幹部を、ネバダ州リノ近郊の商用規模リチウムイオン電池リサイクル施設と国内ク
レイストーン由来の水酸化リチウム実証プラントに招いた。ABTCは、DOEから1億

5,000万ドルの助成金を受け、現在の5倍の処理能力を持つ第2の商用リサイクル施設を
計画しており、国内のバッテリーグレード重要鉱物生産を大幅に強化する。

公開日 2026年08月31日  American Battery Technology Company (ABTC)  アメリカ



詳細

主要成果

American Battery Technology Company（ABTC）は、米国エネルギー省（DOE）および
州政府の幹部をネバダ州リノ近郊の施設に招き、商用規模のリチウムイオン電池リサイ
クル技術と、国内産クレイストーンから水酸化リチウムを製造する実証プラントを披露
しました。これは、米国の重要鉱物サプライチェーンの強化に向けた同社の貢献を強調
するものです。

技術・臨床詳細

ABTCは、使用済みリチウムイオン電池から高品質のバッテリー材料を効率的に回収
する独自のリサイクルプロセスを開発しています。この技術は、環境負荷を低減しつ
つ、希少な鉱物資源の国内供給を確保することを目的としています。

同社はまた、国内に豊富に存在するクレイストーン（粘土鉱石）から高純度の水酸化
リチウムを抽出する実証プラントを運用しており、これにより輸入依存度を低減し、
持続可能なリチウム供給を実現することを目指しています。

米国エネルギー省（DOE）からの1億5,000万ドルの助成金を受けて、ABTCは現在の
リサイクル施設の約5倍のバッテリー材料を処理できる第2の商用規模リチウムイオ
ン電池リサイクル施設を計画しています。この拡張により、年間数万トン規模のバッ
テリー材料の回収が可能となり、国内のバッテリーグレード重要鉱物生産能力が飛躍
的に向上します。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）市場の急速な拡大に伴い、リチウム、コバルト、ニッケルなどのバッ
テリー重要鉱物の安定供給が世界的に喫緊の課題となっています。多くの国がこれらの
資源を輸入に依存しており、サプライチェーンの脆弱性が懸念されています。米国政府
は、国内の重要鉱物生産・リサイクル能力を強化し、経済安全保障と気候変動対策の両
立を図る政策を推進しています。



今後の展望

ABTCの取り組みは、米国のバッテリーサプライチェーンの強靭化に不可欠であり、国
内での重要鉱物生産の自給率向上に大きく貢献するでしょう。DOEからの大型助成金
は、同社の技術が国家戦略上も高く評価されていることを示しています。第2リサイク
ル施設の建設は、EVバッテリーのリサイクルエコシステムを確立し、循環経済モデルを
推進する上で重要なマイルストーンとなります。これにより、米国のクリーンエネルギ
ー産業の競争力強化と雇用創出が期待されます。

元記事: https://americanbatterytechnology.com/press-release/american-battery-technology-company-

hosts-doe-leadership-to-showcase-commercial-technologies-strengthening-u-s-critical-minerals-

supply-chains/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://americanbatterytechnology.com/press-release/american-battery-technology-company-hosts-doe-leadership-to-showcase-commercial-technologies-strengthening-u-s-critical-minerals-supply-chains/
https://americanbatterytechnology.com/press-release/american-battery-technology-company-hosts-doe-leadership-to-showcase-commercial-technologies-strengthening-u-s-critical-minerals-supply-chains/
https://americanbatterytechnology.com/press-release/american-battery-technology-company-hosts-doe-leadership-to-showcase-commercial-technologies-strengthening-u-s-critical-minerals-supply-chains/


#25 FDA、医療機器ASCAプログラムで承認プロセスを加
速：生体適合性・電気安全試験の標準化で効率向上

概要

米国FDAの適合性評価認定スキーム（ASCA）プログラムは、医療機器メーカーが認定
試験機関からの標準化された試験データを提出することで、承認プロセスを大幅に加
速させる。ASCAプログラムは、ISO 10993シリーズに基づく生体適合性試験と、IEC

60601-1ファミリーに基づく医療用電気機器の基本安全・必須性能・EMC試験の2つの
主要分野をカバーする。これにより、メーカーは市場投入までの時間を短縮し、規制
遵守の効率を高めることが可能となる。

公開日 2026年08月27日  Element  アメリカ



詳細

主要成果

米国食品医薬品局（FDA）が推進する適合性評価認定スキーム（ASCA）プログラムは、
医療機器メーカーの承認プロセスを劇的に加速させるための重要な枠組みとして機能し
ています。このプログラムにより、認定された試験機関からの標準化された試験データ
を提出できるようになり、FDAの審査負担を軽減し、効率的な市場投入を支援します。

技術・規制詳細

承認プロセスの合理化: ASCAプログラムは、医療機器の事前提出（Pre-market

Submission）において、ASCA認定試験機関が発行した試験結果がFDAの基準に適合
していることを確認することで、審査時間を短縮します。これにより、メーカーは製
品開発サイクルを最適化し、患者が必要とする革新的な医療機器をより早く提供でき
るようになります。

カバーする主要試験分野:

生体適合性試験: ISO 10993シリーズ（例: ISO 10993-1 生物学的評価および試験）
に基づき、医療機器材料が生体システムとどのように相互作用するかを評価しま
す。細胞毒性、感作性、刺激性、溶血性などの項目が含まれ、患者の安全性を確
保します。

電気安全および性能試験: IEC 60601-1ファミリー（医療用電気機器の基本安全及
び必須性能に関する一般要求事項）に基づき、医療用電気機器の安全性と必須性
能、電磁両立性（EMC）を評価します。これにより、機器の誤動作や患者への危
害のリスクを低減します。

標準化されたデータ提出: ASCAは、試験結果のフォーマットと内容を標準化すること
で、FDAがデータを効率的にレビューできるように設計されています。これにより、
データの品質と一貫性が向上します。

背景・業界文脈

医療機器の承認プロセスは、患者の安全を確保するために厳格である一方で、その複雑
さと長期化が新しい技術の市場投入を妨げる要因となることが課題でした。ASCAプロ
グラムは、このボトルネックを解消し、医療イノベーションを加速させるためのFDAの
戦略の一環として導入されました。同様の動きは、欧州のMDR（医療機器規則）など、
国際的にも見られます。



今後の展望

ASCAプログラムの普及は、医療機器メーカーが規制対応にかかる時間とコストを削減
し、研究開発にさらに集中できる環境を創出します。これにより、高機能で安全性の高
い医療機器がより迅速に市場に供給され、患者の治療選択肢の拡大と医療アウトカムの
改善に貢献することが期待されます。プログラムの拡大により、将来的にはさらに多く
の試験分野がカバーされる可能性もあります。

元記事: https://www.element.com/resources/white-papers/accelerating-fda-approval-with-the-asca-

program

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.element.com/resources/white-papers/accelerating-fda-approval-with-the-asca-program
https://www.element.com/resources/white-papers/accelerating-fda-approval-with-the-asca-program


#26 MDPI論文：ゼラチンハイドロゲルが多機能ソフト材
料として進化、再生医療からエネルギー貯蔵まで応用拡大

概要

MDPIに掲載されたレビュー論文は、ゼラチンハイドロゲルが生物学的起源、生分解
性、豊富な化学機能性、幅広い加工性を備えた多機能ソフト材料として注目されてい
ることを強調している。本研究は、ドラッグデリバリー、組織工学、創傷治癒、食

品、環境修復、ウェアラブルセンシング、エネルギー貯蔵の6分野におけるハイドロゲ
ルの設計、特性、機能を分析。ASTM F2900-25によるハイドロゲルの標準化も進み、
実用化が加速している。

公開日 2026年09月04日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

MDPIに掲載されたレビュー論文「Gelatin Hydrogel Crosslinking: From Molecular Design

to Functional Soft Materials」は、ゼラチンハイドロゲルがその生物学的起源、高い生分
解性、豊富な化学機能性、そして幅広い加工性により、多岐にわたる機能性ソフト材料
として極めて有望であることを示しています。この材料は、再生医療からエネルギー貯
蔵まで、幅広い分野での応用が期待されています。

技術・臨床詳細

多機能性: ゼラチンハイドロゲルは、その天然の生体適合性と多孔性構造により、細
胞培養の足場、薬剤担体、センサーの基材など、多様な機能を発揮します。

主要な応用分野: このレビューでは、以下の6つの主要な応用分野におけるハイドロ
ゲルの設計と機能の関連性を深く分析しています。

ドラッグデリバリー: 薬剤の徐放性キャリアとして、ターゲット部位への効率的な
薬物送達に貢献します。

組織工学と創傷治癒: 細胞の成長と分化をサポートする三次元足場として、組織再
生や創傷治癒を促進します。

食品関連材料: 食品のテクスチャ改良材や栄養素の封入材として利用されます。

環境修復: 重金属吸着材や水処理膜など、環境汚染物質の除去に役立ちます。

ウェアラブルセンシングとバイオエレクトロニクス: 柔軟な導電性ハイドロゲルと
して、生体信号のモニタリングや電子デバイスの構成要素に応用されます。

エネルギー貯蔵: 高いイオン伝導性を持つ電解質として、フレキシブルバッテリー
やスーパーキャパシタへの応用が期待されます。

標準化の進展: ASTM F2900-25などの標準化された試験法が開発されており、再生医
療分野で使用されるハイドロゲルの特性評価に関する明確なガイダンスを提供してい
ます。これにより、研究開発から臨床応用までのギャップが埋まり、実用化が加速さ
れています。



背景・業界文脈

ソフト材料、特にハイドロゲルは、その柔軟性、生体適合性、多様な機能性から、医
療、環境、エネルギー分野において大きな注目を集めています。ゼラチンは、コラーゲ
ン由来の天然ポリマーであり、その高い生体適合性と安全性から、長年にわたり様々な
分野で利用されてきました。分子設計の進歩により、その機能性はさらに拡張され、新
たな応用が次々と生まれています。

今後の展望

ゼラチンハイドロゲルは、分子レベルでの精密な架橋設計を通じて、さらに多様な機能
と性能を持つソフト材料へと進化し続けるでしょう。標準化の取り組みが進むことで、
これらの材料の実用化が加速し、ドラッグデリバリーシステムの効率化、人工臓器の開
発、環境技術の革新、次世代ウェアラブルデバイスの実現など、広範な社会課題の解決
に貢献することが期待されます。国際的な研究協力と産業界との連携が、この材料の可
能性を最大限に引き出す鍵となります。

元記事: https://www.mdpi.com/2310-2861/12/9/798

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2310-2861/12/9/798


#27 Spartan Metals、国防産業基盤コンソーシアム
（DIBC）に加盟：米国タングステン・重要鉱物ポートフ
ォリオを強化

概要

タングステンおよび重要鉱物探査開発企業のSpartan Metals Corp.が、国防産業基盤コ

ンソーシアム（DIBC）に加盟した。DIBCは政府、産業界、学術界、非伝統的メンバー
からなるエコシステムで、防衛産業基盤の優先課題に取り組むためのプラットフォー
ムを提供する。この加盟は、米国におけるタングステンを含む重要鉱物の国内サプラ

イチェーン強化と、国家安全保障への貢献を意味する。

公開日 2026年09月03日  InvestorNews  アメリカ



詳細

主要成果

タングステンおよびその他の重要鉱物の探査開発に特化した企業であるSpartan Metals

Corp.が、Defense Industrial Base Consortium（DIBC）に正式に加盟しました。この加盟
は、米国の防衛産業基盤の強化と、重要鉱物の国内サプライチェーンの自給率向上に向
けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Spartan Metalsは、主にタングステンに焦点を当てた探査および開発プロジェクトを
推進しており、高強度、高融点、耐腐食性といったタングステンの特性は、防衛、航
空宇宙、エレクトロニクスなどの分野で不可欠です。

DIBCへの加盟により、Spartan Metalsは政府機関、主要産業界のプレーヤー、学術研
究機関、および非伝統的な技術パートナーを含む広範なエコシステムの一部となりま
す。このプラットフォームを通じて、同社は防衛産業基盤の具体的な優先事項、例え
ば国内資源の確保や新たな材料技術の開発に直接貢献する機会を得ます。

米国政府は、外国依存度が高い重要鉱物の国内生産を奨励しており、DIBCはそのた
めの重要な推進力となっています。タングステンは、その戦略的重要性から、米国の
重要鉱物リストに含まれています。

背景・業界文脈

世界の地政学的リスクの高まりとサプライチェーンの脆弱性が露呈する中で、多くの国
が国防およびハイテク産業に必要な重要鉱物の国内供給確保を喫緊の課題として認識し
ています。米国防総省は、国内調達能力の強化を通じて、サプライチェーンのレジリエ
ンスを高める戦略を進めており、DIBCはその中核的な役割を担っています。



今後の展望

Spartan MetalsのDIBC加盟は、同社のタングステンおよび重要鉱物ポートフォリオの戦
略的価値をさらに高めるものです。政府、産業界、学術界が連携することで、新たな探
査技術、抽出プロセスの改善、リサイクル技術の開発が加速されることが期待されま
す。これにより、米国は重要鉱物の国内供給を安定させ、国家安全保障を強化するとと
もに、技術革新のリーダーシップを維持することができるでしょう。国際的な鉱物市場
における競争力も向上する可能性があります。

元記事: https://investornews.com/member_news/spartan-metals-joins-defense-industrial-base-

consortium-as-it-advances-u-s-tungsten-and-critical-minerals-portfolio/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investornews.com/member_news/spartan-metals-joins-defense-industrial-base-consortium-as-it-advances-u-s-tungsten-and-critical-minerals-portfolio/
https://investornews.com/member_news/spartan-metals-joins-defense-industrial-base-consortium-as-it-advances-u-s-tungsten-and-critical-minerals-portfolio/


#28 Ocugen、乾燥型加齢黄斑変性症に伴う地理的萎縮症
向けOCU410遺伝子治療でグローバル第3相治験開始

概要

Ocugen, Inc.は、乾燥型加齢黄斑変性症（AMD）に伴う地理的萎縮症（GA）を対象と
した遺伝子治療候補薬OCU410のグローバル第3相登録治験で、最初の患者への投与を
開始したと発表した。OCU410は、FDAから再生医療先進治療（RMAT）指定を受け、

欧州医薬品庁（EMA）からもAdvanced Therapy Medicinal Product（ATMP）分類を取
得している。この進展は、現在有効な治療法が限られているGA患者にとって画期的な
治療選択肢となる可能性を秘めている。

公開日 2026年09月01日  GlobeNewswire (Ocugen, Inc.)  アメリカ



詳細

主要成果

Ocugen, Inc.は、乾燥型加齢黄斑変性症（AMD）の進行性かつ重篤な形態である地理的
萎縮症（GA）を対象としたモディファイア遺伝子治療候補薬「OCU410」のグローバル
第3相登録治験において、最初の患者への投与を開始したことを発表しました。これ
は、現在治療法が限られているGA患者に新たな希望をもたらす重要なマイルストーン
です。

技術・臨床詳細

作用機序: OCU410は、網膜の機能と生存をサポートする特定の遺伝子を標的とする
モディファイア遺伝子治療です。これにより、GAの進行を遅らせ、視力低下を防ぐ
ことを目指します。従来の治療法が主に症状の進行を遅らせる対症療法であるのに対
し、OCU410は疾患の根本的な原因にアプローチする可能性があります。

治験デザイン: 第3相登録治験は、複数の国で行われる多施設共同試験であり、
OCU410の安全性と有効性を評価することを目的としています。主要評価項目には、
GA病変の進行速度の測定や、視機能の改善などが含まれると予想されます。具体的
な患者数や詳細なプロトコルは未公表ですが、グローバル規模での実施は広範なデー
タ収集を示唆しています。

規制当局の指定: OCU410は、米国FDAから「再生医療先進治療（RMAT）」指定を受
けており、これは重篤な疾患に対する再生医療製品の開発・審査を加速させるための
ものです。また、欧州医薬品庁（EMA）からも「Advanced Therapy Medicinal

Product（ATMP）」分類を取得しており、国際的な規制当局からの高い評価と期待
が示されています。

背景・業界文脈

地理的萎縮症（GA）は、乾燥型AMDの末期段階で発生し、網膜の中心部にある黄斑の
光受容細胞が不可逆的に失われることで、中心視力の著しい低下を招きます。現在、
GAに対する有効な治療法は限られており、患者の生活の質に深刻な影響を与えていま
す。遺伝子治療は、このような難治性眼疾患に対する画期的なアプローチとして期待さ
れており、複数の企業が研究開発を進めています。



今後の展望

OCU410の第3相治験開始は、Ocugenにとってだけでなく、GA患者コミュニティ全体に
とって画期的なニュースです。RMAT指定とATMP分類は、OCU410が迅速な開発・審査
ルートに乗る可能性を示唆しており、成功すれば、GAに対する初の根治療法の一つと
なる可能性があります。これにより、眼科領域における遺伝子治療の地位が確立され、
他の難治性眼疾患への応用研究も加速するでしょう。治験の進捗と結果が注目されま
す。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/01/3353979/0/en/ocugen-announces-

first-patient-dosed-in-phase-3-registrational-trial-of-ocu410-modifier-gene-therapy-for-geographic-

atrophy-secondary-to-dry-age-related-macular-degeneration.html

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/01/3353979/0/en/ocugen-announces-first-patient-dosed-in-phase-3-registrational-trial-of-ocu410-modifier-gene-therapy-for-geographic-atrophy-secondary-to-dry-age-related-macular-degeneration.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/01/3353979/0/en/ocugen-announces-first-patient-dosed-in-phase-3-registrational-trial-of-ocu410-modifier-gene-therapy-for-geographic-atrophy-secondary-to-dry-age-related-macular-degeneration.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/01/3353979/0/en/ocugen-announces-first-patient-dosed-in-phase-3-registrational-trial-of-ocu410-modifier-gene-therapy-for-geographic-atrophy-secondary-to-dry-age-related-macular-degeneration.html


#29 第1回持続可能な材料サミット、2027年9月にデュッ
セルドルフで開催決定：EUのネットゼロ技術推進を議論

概要

第1回持続可能な材料サミットが2027年9月8日から10日にデュッセルドルフで開催さ
れることが決定した。EU委員会は既に「原材料の持続可能性とトレーサビリティのた
めのソリューション」に関するサイドイベントを主催するなど、持続可能な材料への

関心が高まっている。サミットでは、ネットゼロ技術実現に向けたグリーンエネルギ
ー、廃棄物変換、デジタル化におけるスマート材料の役割が議論の中心となる。

公開日 2026年08月28日  Facebook (DGM.EV)  ドイツ



詳細

主要成果

持続可能な材料に関する国際的な関心の高まりを受け、第1回持続可能な材料サミット
が2027年9月8日から10日にドイツのデュッセルドルフで開催されることが決定しまし
た。このサミットは、欧州連合（EU）の掲げるネットゼロ目標達成に向けた、グリーン
エネルギー、廃棄物変換、デジタル化などの主要分野におけるスマート材料の役割を深
く議論する場となります。

技術・臨床詳細

スマート材料の重要性: サミットでは、環境変化に自律的に適応したり、特定の機能
を発揮したりするスマート材料（例: 自己修復材料、形状記憶合金、センサー統合材
料）が、持続可能性目標達成のための鍵として位置づけられます。

ネットゼロ技術への貢献:

グリーンエネルギー: 太陽電池の効率向上、高性能蓄電池材料、水素製造・貯蔵材
料など、再生可能エネルギー技術の発展に不可欠な材料が議論されます。

廃棄物変換: 廃棄物から高価値材料を回収・変換する技術や、生分解性プラスチッ
ク、バイオベース材料などが焦点となります。

デジタル化: センサー、IoTデバイス、AI基盤の材料として、低消費電力で高性能
な材料が注目されます。

EU委員会の動向: EU委員会はすでに「原材料の持続可能性とトレーサビリティのため
のソリューション」に関する公式サイドイベントを主催しており、原材料のライフサ
イクル全体における環境負荷低減とサプライチェーンの透明性確保を強く推進してい
ます。

背景・業界文脈

気候変動問題への対応と循環経済への移行は、世界的な喫緊の課題であり、材料科学と
工学はその解決策の中心に位置しています。特にEUは、2050年までにカーボンニュー
トラルを達成するための野心的な政策を打ち出しており、材料分野におけるイノベーシ
ョンは、その目標達成に不可欠です。持続可能な材料への投資と研究は、産業競争力の
向上と新たな市場創出にも繋がります。



今後の展望

第1回持続可能な材料サミットは、政策立案者、産業界のリーダー、研究者が一堂に会
し、持続可能な未来を実現するためのロードマップを策定する上で重要なプラットフォ
ームとなるでしょう。サミットで議論されるスマート材料やネットゼロ技術は、今後の
研究開発の方向性を定め、国際的な協力体制を強化する上で大きな影響を与えます。こ
れにより、環境負荷の低減と経済成長を両立する新たな産業構造への転換が加速される
ことが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/DGM.EV/posts/-save-the-date-sumat2027-from-08-to-10-

september-2027-the-first-sustainable-mate/1379822937623470/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/DGM.EV/posts/-save-the-date-sumat2027-from-08-to-10-september-2027-the-first-sustainable-mate/1379822937623470/
https://www.facebook.com/DGM.EV/posts/-save-the-date-sumat2027-from-08-to-10-september-2027-the-first-sustainable-mate/1379822937623470/


#30 NanoFrontier、経産省「グローバルサウス高度人材
インターンシップ事業」に採択：有機ナノ粒子化技術で国
際協力を強化

概要

有機ナノ粒子化技術を専門とするNanoFrontier株式会社が、経済産業省の「グローバ

ルサウス高度人材インターンシップ事業」に採択された。同社はナノ粒子の製造から
評価、データ基盤構築までを一貫して行う体制を構築しており、今回の採択で研究・
エンジニアリング領域での国際的な人材獲得を強化する。これは、日本の先端材料技

術と国際貢献を両立させる戦略の一環だ。

公開日 2026年09月04日  PR TIMES (NanoFrontier株式会社)  日本



詳細

主要成果

有機ナノ粒子化技術を専門とするNanoFrontier株式会社が、経済産業省の「グローバル
サウス高度人材インターンシップ事業」に採択されました。この採択は、同社の革新的
な機能性材料開発技術と、グローバルな人材交流を通じて技術革新を加速させるという
政府の戦略が合致した結果です。

技術・臨床詳細

有機ナノ粒子化技術: NanoFrontierは、様々な有機材料を高精度でナノ粒子化する独
自技術を有しています。これにより、医薬品、化粧品、電子材料など、幅広い分野で
高機能な試薬品や機能性材料を提供しています。ナノ粒子化により、材料の表面積増
大、溶解性向上、反応性制御などが可能となり、製品の性能を飛躍的に向上させま
す。

一貫した体制構築: 同社は、ナノ粒子の製造プロセス開発、特性評価（粒度分布、形
態、安定性など）、そして得られたデータを効率的に活用するためのデータ基盤の構
築までを一貫して自社で担う体制を強化しています。これにより、迅速なR&Dサイ
クルと高品質な製品提供を実現しています。

グローバルサウス高度人材インターンシップ事業: 経済産業省が推進するこの事業
は、グローバルサウス地域の優秀な人材を日本企業に招き、高度な技術やビジネスノ
ウハウを習得してもらうことで、日本の国際競争力強化とグローバルサウス地域の発
展に貢献することを目的としています。NanoFrontierは、このプログラムを通じて研
究・エンジニアリング領域の人材採用を強化し、多様な視点と専門知識を取り入れま
す。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、材料科学における最も有望な分野の一つであり、その応用は多岐
にわたります。特に有機ナノ粒子は、その調整の容易さと多様な機能性から、次世代の
機能性材料として注目されています。一方、国際的な競争が激化する中で、日本企業は
優秀なグローバル人材の獲得と育成が喫緊の課題となっています。経済産業省のこの事
業は、この課題に対する政府の戦略的な取り組みを示しています。



今後の展望

NanoFrontierの今回の採択は、同社の有機ナノ粒子化技術が国内外で高く評価されてい
る証拠です。グローバルサウスからの高度人材を受け入れることで、研究開発能力のさ
らなる向上、新たな視点の導入、そして国際市場での競争力強化が期待されます。将来
的には、この取り組みが日本の材料科学分野におけるイノベーションハブとしての地位
を確立し、世界的な技術課題の解決に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000066.000163636.html

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000066.000163636.html


#31 英国ヘンリー・ロイス研究所、材料主導型ヘルスケア
技術開発に第3回助成金5万～8.5万ポンドを提供開始

概要

英国のヘンリー・ロイス研究所は、MATcelerate HEALTHプログラムの第3回助成金とし
て、材料ベースのヘルスケア技術の商業化加速を目的とした5万〜8.5万ポンドの助成
を開始しました。この資金は、パートナー大学の研究者向けに、生体材料、医療機

器、フレキシブルエレクトロニクスなどの分野を対象としています。臨床試験、規制
計画、製造スケーラビリティといった重要な開発段階を支援することで、投資誘致や
スピンアウト設立に向けたギャップを埋めることを目指します。この取り組みは、革

新的な材料科学を医療分野に応用し、実用化を加速させる上で極めて重要です。

公開日 2026年09月02日  The Henry Royce Institute  イギリス



詳細

主要成果

英国の国立材料研究機関であるヘンリー・ロイス研究所は、MATcelerate HEALTHプログ
ラムの第3ラウンド助成金として、材料科学に基づくヘルスケア技術の商業化を加速す
るため、5万ポンドから8.5万ポンドの資金提供を開始しました。この助成金は、英国を
代表する10のパートナー大学に所属する研究者に対して提供され、革新的な材料主導型
ヘルスケア技術の実用化を強力に後押しします。

技術・臨床詳細

本プログラムは、バイオマテリアル、医療機器、フレキシブルエレクトロニクスなどの
広範なヘルスケア分野における材料関連技術を対象としています。具体的には、前臨床
試験や臨床試験の準備、規制当局への申請計画、さらには製造のスケーラビリティ確保
といった、商業化への道のりにおいて特に困難とされる初期段階の研究開発を支援しま
す。プロジェクトは、市場投入までの時間を短縮し、技術のTanslation Readiness Level

（TRL）を高めることを目的としています。

背景・業界文脈

材料科学は、ヘルスケア分野におけるブレークスルーの基盤となりますが、基礎研究か
ら実際の製品化までの「死の谷」を越えるには、多大な時間と資金、専門知識が必要で
す。ヘンリー・ロイス研究所は、このギャップを埋めるべく、材料科学とヘルスケア産
業の連携を強化する重要な役割を担っています。このプログラムは、イノベーションを
促進し、新たな医療ソリューションを市場に送り出すことで、英国のヘルスケア技術産
業における競争力を高める戦略の一環です。

今後の展望

この第3ラウンドの助成は、有望な研究プロジェクトが初期投資やスピンアウト設立に
繋がるよう、具体的な支援を提供するものです。これにより、英国の研究開発エコシス
テムが活性化され、患者にとってより効果的で安全な医療技術の提供が期待されます。
長期的には、英国が材料主導型ヘルスケア技術の分野で世界的なリーダーシップを確立
し、経済成長と社会福祉の向上に貢献することが展望されます。

元記事: https://www.royce.ac.uk/news/matcelerate-health-opens-round-3-funding-for-materials-led-

https://www.royce.ac.uk/news/matcelerate-health-opens-round-3-funding-for-materials-led-healthcare-innovation/


healthcare-innovation/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.royce.ac.uk/news/matcelerate-health-opens-round-3-funding-for-materials-led-healthcare-innovation/


#32 ナノ複合材料スタートアップ「Kimtechnics」、
CNTTechから資金調達でOLED・ロボットビジョン市場へ

概要

韓国のスタートアップKimtechnicsが、光、電気、熱特性を制御するナノ複合材料の分
野で、CNTTechから未公開の資金を調達しました。この投資は、KDB NextONE–

CNTTech–BDCスタートアップ投資パートナーシップを通じて行われました。

Kimtechnicsは、この資金を活用して技術開発を加速し、量産体制を確立するととも
に、先進OLEDディスプレイ、ヒューマノイドロボットビジョンシステム、自動運転セ
ンサー、半導体パッケージングなどの高成長市場への拡大を目指します。これによ

り、同社の革新的な材料技術が多様な先端産業で実用化される道が開かれます。

公開日 2026年09月01日  Startup Reporter  韓国



詳細

主要成果

光、電気、熱特性の精密な制御を可能にするナノ複合材料を専門とする韓国のスタート
アップKimtechnicsは、CNTTechから未公開の資金を調達しました。この戦略的投資は、
同社の技術革新と市場拡大を大きく加速させるものです。

技術・臨床詳細

Kimtechnicsは、先進的なナノ複合材料技術を開発しており、これにより材料の光学、
電気、および熱的挙動を高度に制御することができます。同社の材料は、特に高精度な
性能が求められる分野での応用が期待されており、今回の資金調達は技術開発の加速、
量産体制の構築、および広範な市場への展開を可能にします。具体的には、次世代
OLEDディスプレイの高機能化、ヒューマノイドロボットの視覚システムの精度向上、
自動運転車両におけるセンサーの信頼性強化、そして高性能半導体パッケージングの効
率化といった分野での採用が見込まれています。

背景・業界文脈

ナノ複合材料は、従来の材料では実現困難だった機能性や性能向上をもたらすとして、
世界中の産業界から注目されています。特に韓国は、OLEDディスプレイや半導体、ロ
ボティクスといった先端技術分野で世界をリードしており、Kimtechnicsのような材料
スタートアップへの投資は、これらの基幹産業の競争力強化に直結します。CNTTechを
通じたKDB NextONE–CNTTech–BDCスタートアップ投資パートナーシップからの資金提
供は、韓国政府のスタートアップ育成戦略の一環として、技術革新を金融面から支援す
る強力な枠組みを示しています。



今後の展望

今回の資金調達により、Kimtechnicsはナノ複合材料市場におけるリーダーシップを強
化し、その革新的な技術をグローバル市場へ展開する大きな機会を得ました。先進
OLEDディスプレイ、ロボットビジョンシステム、自動運転センサー、半導体パッケー
ジングといった分野への参入は、これらの産業における製品性能の飛躍的な向上をもた
らす可能性を秘めています。同社の技術は、将来の高性能エレクトロニクスや自律シス
テムに不可欠な基盤材料として、その重要性を増していくでしょう。この投資は、単な
る企業の成長だけでなく、韓国の先端技術産業全体の発展に寄与するものです。

元記事: https://en.wowtale.net/2026/09/01/234959/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://en.wowtale.net/2026/09/01/234959/


#33 Innovate UK、国立材料イノベーションプログラムで
最大1,200万ポンドの助成を開始

概要

Innovate UKは、国立材料イノベーションプログラムの一環として、共同産業研究プロ
ジェクトに対し最大1,200万ポンドの資金提供を開始しました。このプログラムは、英
国の現代産業戦略の一部であり、高成長分野における先端材料イノベーションの実用

化と採用を加速することを目的としています。助成金は、金属、複合材料、セラミッ
クス、ポリマーなどの既存材料の機能性向上や、英国産業の競争力強化に資するプロ
ジェクトを支援します。これは、材料科学の成果を具体的な経済的・社会的利益に結

びつけるための重要な取り組みです。

公開日 2026年09月01日  Innovate UK  イギリス



詳細

主要成果

Innovate UKは、国立材料イノベーションプログラム（National Materials Innovation

Programme）を通じて、共同産業研究プロジェクトに対して最大1,200万ポンド（約21
億円）の助成金提供を開始しました。この大規模な資金提供は、英国における先端材料
の革新を加速し、実用化を推進することを目的としています。

技術・臨床詳細

今回の資金提供は、英国の「現代産業戦略（Modern Industrial Strategy）」の重要な柱
の一つとして位置づけられています。助成対象となるプロジェクトは、高成長が期待さ
れる主要産業分野（例：航空宇宙、自動車、再生可能エネルギー、医療技術など）にお
ける先端材料の応用研究に焦点を当てています。具体的には、金属、複合材料、セラミ
ックス、ポリマーといった既存の材料の機能性向上、新たな製造プロセスの開発、およ
び材料の持続可能性と性能の最適化を目指す研究開発が支援されます。目標は、これら
の材料革新が英国経済全体の競争力を強化し、新たな雇用創出と輸出機会を生み出すこ
とにあります。

背景・業界文脈

先端材料は、現代社会のあらゆる技術革新の基盤であり、特に高性能化、軽量化、省エ
ネ化が求められる産業分野においてその重要性が増しています。英国は、材料科学分野
で世界的に高い研究能力を有していますが、その成果を産業界に迅速に橋渡しし、商業
化するメカニズムを強化する必要性が認識されていました。国立材料イノベーションプ
ログラムは、この「死の谷」を埋め、学術研究の知見を実際の製品やサービスへと転換
するための重要な国家戦略として機能します。これは、国際的な競争が激化する中で、
英国が技術的優位性を維持するための不可欠な投資です。



今後の展望

最大1,200万ポンドの資金提供は、複数の共同プロジェクトに分配され、各プロジェク
トは材料科学における最先端の研究を産業的な視点と結びつけます。これにより、英国
の産業界は、より効率的で高性能な製品を開発し、グローバル市場での競争力を高める
ことが期待されます。長期的には、このプログラムは、英国が材料革新の分野で世界的
なリーダーとしての地位を確立し、クリーンエネルギー、未来の医療、持続可能な建設
など、社会が直面する大きな課題に対する解決策を提供することに貢献するでしょう。
これは、単なる技術開発に留まらず、国家の経済的・戦略的利益に資する包括的なイニ
シアチブです。

元記事: https://apply-for-innovation-funding.service.gov.uk/competition/2569/overview/a3448c9e-38ae-

4759-957c-bccf6c40c281

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://apply-for-innovation-funding.service.gov.uk/competition/2569/overview/a3448c9e-38ae-4759-957c-bccf6c40c281
https://apply-for-innovation-funding.service.gov.uk/competition/2569/overview/a3448c9e-38ae-4759-957c-bccf6c40c281


#34 材料スタートアップArcturus Technologies、銅・ア
ルミへのカーボンナノ材料注入で800万ドルをシード調達

概要

材料科学スタートアップのArcturus Technologiesが、ステルスモードを解除し、800万
ドル（約11億円）のシード資金調達を発表しました。同社は、銅やアルミニウムとい
った一般的な金属にカーボンナノ材料を注入することで、その特性を強化する技術を

開発しています。この大型投資は、航空宇宙、防衛、先進製造業など、極限環境下で
の使用に耐える新素材へのベンチャーキャピタルの関心が高まっていることを示唆し
ています。Arcturus Technologiesの技術は、金属材料の性能限界を押し広げる可能性

を秘めています。

公開日 2026年08月31日  Los Angeles Business Journal  アメリカ



詳細

主要成果

材料科学のスタートアップ企業であるArcturus Technologiesが、ステルスモードから脱
却し、800万ドル（約11億円）のシード資金調達を完了したことを発表しました。同社
は、一般的な金属材料にカーボンナノ材料を注入することで、その物理的特性を飛躍的
に向上させる革新的な技術を開発しています。

技術・臨床詳細

Arcturus Technologiesの中核技術は、銅やアルミニウムなどの汎用金属の構造に、カー
ボンナノ材料を精密に統合することにあります。このプロセスにより、従来の金属材料
では達成困難だった、強度、導電性、熱伝導性、耐腐食性といった特性の大幅な改善が
期待されます。カーボンナノ材料は、その優れた機械的強度と電気的特性により、少量
で材料全体の性能を劇的に変える可能性を秘めています。このハイブリッド材料は、特
に航空宇宙、防衛、そして先進的な製造業といった、極限的な環境下での性能が要求さ
れる分野での応用を目指しています。例えば、より軽量で強度のある航空機部品や、効
率的な熱管理を必要とする電子部品、あるいは高耐久性の防衛装備などへの活用が考え
られます。

背景・業界文脈

産業用材料分野におけるイノベーションは、新しい技術や製品開発の根幹をなします。
近年、ベンチャーキャピタルからの投資はソフトウェアやバイオテクノロジーに集中す
る傾向がありましたが、Arcturus Technologiesへの800万ドルの投資は、ハードサイエ
ンス、特に高性能材料開発への関心が再燃していることを示しています。世界的にサプ
ライチェーンの強靭化や高性能な基幹材料への需要が高まる中、このような投資は、国
家安全保障や産業競争力維持の観点からも重要視されています。カーボンナノ材料と金
属の複合化は、軽量化と高強度化という相反する要求を同時に満たす、次世代材料開発
の鍵となる技術です。



今後の展望

Arcturus Technologiesの技術は、金属材料の新たな可能性を切り開き、多くの産業に革
命をもたらす潜在力を持っています。シード資金の調達により、同社は研究開発を加速
させ、試作品の製造能力を拡大し、市場投入に向けた準備を進めることができます。特
に、航空宇宙や防衛分野での採用は、技術の信頼性と性能を示す強力な証左となるでし
ょう。長期的には、この技術が幅広い産業分野に普及することで、材料の選択肢を広
げ、製品設計の自由度を高め、最終的にはより高性能で持続可能な社会の実現に貢献す
ることが期待されます。同社の成長は、材料科学分野におけるスタートアップの成功事
例として注目されるでしょう。

元記事: https://valley.labusinessjournal.com/technology/an-8-million-bet-on-better-metal/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://valley.labusinessjournal.com/technology/an-8-million-bet-on-better-metal/


#35 ヘンプ材料スタートアップTerraphene、Nucleus
Fundから初期段階資金調達で9億ドルのパレット取引を推
進

概要

ユタ州に拠点を置くスタートアップTerrapheneは、プラスチック、木材、金属、コン

クリートの代替となるヘンプベースの材料を開発しており、Nucleus Fund主導の初期
段階のベンチャー資金を確保しました。同社は、9億ドル規模のパレット取引を皮切り
に、そのヘンプ材料の商業化を目指し、将来的には建築材料分野への拡大も視野に入

れています。この投資は、持続可能な代替材料として産業用ヘンプ材料への関心が高
まっていることを示しており、環境に優しいソリューションが市場で重要性を増して
いることを裏付けています。

公開日 2026年09月04日  Dealroom News  アメリカ



詳細

主要成果

ユタ州を拠点とするスタートアップ企業Terrapheneは、プラスチック、木材、金属、コ
ンクリートといった従来の素材に代わるヘンプ（麻）ベースの革新的な材料を開発して
おり、Nucleus Fund主導で初期段階のベンチャー資金を確保しました。同社は、既に9

億ドル規模のパレット製造契約を獲得しており、この資金によりヘンプ材料の商業化を
加速させます。

技術・臨床詳細

Terrapheneが開発するヘンプベースの材料は、高い強度、軽量性、耐水性、そして環境
負荷の低い特性を兼ね備えています。従来のプラスチック製品が抱える環境問題、木材
製品の資源制約、金属製品の高コストといった課題に対し、持続可能で高性能な代替ソ
リューションを提供します。初期の商業化戦略として、同社は高容量の製品であるパレ
ット市場をターゲットにしています。パレットは物流サプライチェーンにおいて不可欠
なアイテムであり、この市場での成功は、同社の技術が大規模な産業用途で有効である
ことを証明します。長期的には、ヘンプを基盤とした建築材料、自動車部品、パッケー
ジング材料など、より広範な用途への展開を目指しています。

背景・業界文脈

気候変動への意識の高まりと持続可能な開発目標（SDGs）の推進に伴い、世界的に環
境負荷の低い材料への需要が急増しています。特に、プラスチック汚染問題や森林資源
の枯渇は深刻な課題であり、ヘンプのような再生可能なバイオマス資源を活用した材料
は、その解決策として大きな期待を集めています。ヘンプは生育が速く、少ない水と農
薬で栽培可能であるため、持続可能な農業とも両立しやすい特性を持ちます。Nucleus

Fundのような投資家がTerrapheneを支援することは、環境配慮型ビジネスへの投資が新
たな主流となりつつある、現在の投資トレンドを反映しています。



今後の展望

Terrapheneへの今回の資金調達は、産業用ヘンプ材料が持続可能な代替品として市場で
大きな可能性を秘めていることを明確に示しています。9億ドルのパレット取引は、同
社の製品がすでに大規模な市場で受け入れられる準備ができていることを示唆してお
り、これは他の潜在的な顧客や投資家にとって強力なシグナルとなります。同社は、こ
の成功を足がかりに、建材市場をはじめとするより大きな分野へと事業を拡大する計画
です。これにより、産業全体の持続可能性への移行を促進し、新たなグリーン経済の創
出に貢献することが期待されます。Terrapheneの成長は、環境と経済的利益の両立を目
指す企業にとっての模範となるでしょう。

元記事: https://dealroom.co/news/148801-nucleus-fund-backs-hemp-materials-startup-terraphene-

maker-of-a-900m-pal/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://dealroom.co/news/148801-nucleus-fund-backs-hemp-materials-startup-terraphene-maker-of-a-900m-pal/
https://dealroom.co/news/148801-nucleus-fund-backs-hemp-materials-startup-terraphene-maker-of-a-900m-pal/


#36 伸縮性・自己修復性PEDOT:PSS複合材料、熱電発電
素子およびウェアラブルセンサーに高効率応用

概要

研究者たちは、高い熱電性能と伸縮性、自己修復能力を兼ね備えた柔軟な
PEDOT:PSS/Nafion/PVA複合材料フィルムの作製に成功しました。この材料は最大
141%のひずみにも耐える優れた柔軟性を示し、カットされた後も熱電性能を維持しな

がら効率的に修復できます。この三元複合材料は、ひずみと温度に対して高い感度を
持ち、ウェアラブル熱電発電素子や皮膚温度変化を検出するセンサーとして有望な候
補となります。これにより、次世代のウェアラブルデバイスや自己修復可能なエレク

トロニクスの実現に大きく貢献するでしょう。

公開日 2026年09月03日  ACS Publications  グローバル



詳細

主要成果

研究者たちは、高い熱電性能、優れた伸縮性、および自己修復能力を持つ柔軟な
PEDOT:PSS/Nafion/Poly(vinyl Alcohol)（PVA）複合材料フィルムの作製に成功しまし
た。この革新的な三元複合材料は、最大141%という高いひずみ率に耐える柔軟性を持
ちながら、損傷した部分を効率的に修復し、その熱電性能を維持できる点で画期的な成
果です。

技術・臨床詳細

この複合材料は、導電性高分子であるPEDOT:PSS、プロトン導電性を持つNafion、そし
て柔軟性と自己修復性を付与するPVAを組み合わせることで作製されます。PEDOT:PSS

は熱電変換効率に寄与し、NafionはPEDOT:PSSの分散を助け、PVAは水素結合による自
己修復メカニズムを提供します。このユニークな組み合わせにより、材料は物理的な損
傷（例：切断）後も、外部からの介入なしに自己修復し、電気伝導性と熱電変換能力を
回復します。実験では、このフィルムが非常に高いひずみ（最大141%）に耐えうるこ
とが示され、さらに、温度変化とひずみの両方に対して高い感度を持つことが確認され
ました。これらの特性は、体温などの熱源から電力を生成するウェアラブル熱電発電素
子や、皮膚温度変化、身体の動きをリアルタイムで監視する高感度センサーとしての応
用を可能にします。

背景・業界文脈

ウェアラブルエレクトロニクスやIoTデバイスの普及に伴い、柔軟で自己給電可能な材
料の開発が強く求められています。従来の熱電材料は剛性が高く、伸縮性に乏しいとい
う課題がありました。また、デバイスの損傷は機能停止に直結するため、自己修復機能
は信頼性と耐久性を大幅に向上させる鍵となります。本研究で開発された複合材料は、
これらの課題を同時に解決するものであり、特に医療用ウェアラブルセンサーやパーソ
ナルヘルスケアデバイスの分野において、新たな可能性を切り開きます。エネルギーハ
ーベスティング技術の進化は、バッテリー交換の頻度を減らし、デバイスの小型化・軽
量化にも貢献します。



今後の展望

このPEDOT:PSS/Nafion/PVA複合材料は、次世代のウェアラブル熱電発電素子およびセ
ンサーの実現に向けた強力な候補です。その伸縮性と自己修復性は、デバイスの寿命を
延ばし、過酷な使用環境下での信頼性を高めることを可能にします。今後は、さらに発
電効率の向上や、より複雑な形状への適用、生体適合性の評価などが進められるでしょ
う。将来的には、スマート衣料、ヘルスモニタリングパッチ、ソフトロボティクスな
ど、広範なアプリケーションでの実用化が期待されます。この技術は、持続可能でイン
テリジェントな電子デバイスの未来を形作る上で、重要な役割を果たすことになるでし
ょう。

元記事: https://pubs.acs.org/aapmcd/article/6/22/14001/355315/Achieving-High-Thermoelectric-

Stretchable-and-Self

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aapmcd/article/6/22/14001/355315/Achieving-High-Thermoelectric-Stretchable-and-Self
https://pubs.acs.org/aapmcd/article/6/22/14001/355315/Achieving-High-Thermoelectric-Stretchable-and-Self


#37 米国科学財団、材料科学研究と人材育成に重点投資を
継続

概要

米国科学財団（NSF）は、DMREF、Engineering Research Centers、AI Institutesなどの
プログラムを通じて、材料科学の研究と人材育成への投資を継続しています。これら
のイニシアティブは、スマート材料、次世代半導体、量子材料といった分野の発展を

目指しています。最近の投資では、エキゾチック材料やソフトマテリアルに焦点を当
てた6つのMaterials Research Science and Engineering Centers（MRSECs）と、極限環
境向け材料を発見・開発するための2つのMaterials Innovation Platformsが新たに設立

されました。これにより、米国は材料科学分野で世界的なリーダーシップを維持し、
次世代技術の基盤を築きます。

公開日 2026年09月02日  NSF - U.S. National Science Foundation  アメリカ



詳細

主要成果

米国科学財団（NSF）は、DMREF（Designing Materials to Revolutionize and Engineer

our Future）、Engineering Research Centers（ERC）、およびAI Institutesといった主要
プログラムを通じて、材料科学分野の研究と次世代人材の育成に継続的に注力していま
す。これらの戦略的投資は、スマート材料、次世代半導体、量子材料といった最先端分
野におけるイノベーションを加速させるものです。

技術・臨床詳細

NSFの投資は、材料科学の広範なスペクトラムをカバーしています。DMREFプログラム
は、計算材料科学と実験的検証を統合し、新材料の発見と開発プロセスを高速化するこ
とを目指しています。ERCプログラムは、工学分野における学際的な研究と教育を推進
し、新たな技術分野の創出を目指しています。また、AI Institutesは、人工知能を材料設
計と発見に応用し、これまでにない機能を持つ材料の創出を可能にします。最近の具体
的な投資事例としては、エキゾチック材料やソフトマテリアルに関する基礎研究を行う
6つの新たなMaterials Research Science and Engineering Centers（MRSECs）の設立が挙
げられます。さらに、極限条件下で機能する材料の発見と開発に特化した2つの
Materials Innovation Platforms（MIPs）が設置されました。これらは、高温、高圧、放
射線などの厳しい環境に耐えうる材料の設計と製造に不可欠な研究インフラを提供しま
す。

背景・業界文脈

材料科学は、現代社会のほとんどすべての技術革新の基盤であり、経済成長、国家安全
保障、そして社会の福祉に不可欠です。米国は長年にわたり、この分野で世界的なリー
ダーシップを維持してきましたが、国際競争の激化と技術の複雑化に対応するため、継
続的な投資が求められています。NSFのこれらのプログラムは、基礎研究から応用研
究、そして産業界への技術移転までを一貫して支援することで、材料科学エコシステム
全体を強化することを目指しています。特に、AIや量子技術といった新興分野との融合
は、材料科学のフロンティアを拡大し、これまで想像もできなかったような新機能材料
の創出を可能にするものです。



今後の展望

NSFの継続的な投資は、米国が材料科学分野における研究優位性を維持し、次世代技術
の基盤を築く上で極めて重要です。スマート材料、次世代半導体、量子材料といった分
野の進展は、人工知能、高性能コンピューティング、再生可能エネルギー、医療技術な
ど、幅広い分野でのブレークスルーを可能にします。これらの取り組みは、単に科学的
知識を深めるだけでなく、新たな産業の創出、高スキル人材の育成、そして長期的な経
済成長に貢献すると期待されます。NSFの戦略的なアプローチは、未来の技術革新を駆
動するための材料科学の重要性を再認識させるものであり、グローバルな技術競争にお
いて米国の優位性を確固たるものにするでしょう。

元記事: https://www.nsf.gov/science-matters/materials-science-stuff-modern-world

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nsf.gov/science-matters/materials-science-stuff-modern-world


#38 オープンPR: メタマテリアル市場、航空宇宙、防衛、
衛星通信、AIフォトニクスにより高成長期に突入

概要

本記事はDatamintelligenceが発行した市場調査レポートの概要紹介です。メタマテリ
アル市場は、メタサーフェスアンテナ、先進レーダー、5G/6G通信、衛星接続、
LiDAR、光センサーなどの分野における商業化の進展により、高成長期に入っていま

す。企業はメタマテリアルの設計と半導体製造やAIとの統合を進めるための提携を強
化しており、スタンドアロンのコンポーネントから統合システムへの移行が加速して
います。EchodyneやMetalenzといった主要企業は生産と商業化の取り組みを拡大して

おり、これは市場が成熟し、応用が拡大していることを示しています。

公開日 2026年09月03日  openPR.com (via Datamintelligence)  グローバル



詳細

レポート概要

本記事はDatamintelligenceが発行したメタマテリアル市場に関する市場調査レポートの
概要紹介です。このレポートは、メタマテリアル技術の現在の市場動向、主要な成長ド
ライバー、主要プレイヤー、および将来の市場予測を詳細に分析しています。調査対象
市場は、航空宇宙、防衛、衛星通信、AIフォトニクスなど、多岐にわたる高成長分野に
おけるメタマテリアルの応用です。

主要な調査結果

レポートによると、メタマテリアル市場は現在、著しい成長期に突入しており、その主
要な推進力は、メタサーフェスアンテナ、先進レーダーシステム、5Gおよび6G通信イ
ンフラ、衛星接続ソリューション、LiDAR技術、そして次世代光センサーなどの分野に
おける商業化の急速な進展です。市場は、スタンドアロンのメタマテリアルコンポーネ
ントから、半導体製造プロセスや人工知能（AI）と統合された複合システムへと移行し
ており、これにより製品の機能性と応用範囲が飛躍的に拡大しています。Echodyneや
Metalenzといった業界の主要プレイヤーは、既に生産能力の拡大と商業化の取り組みを
活発化させており、これはメタマテリアル技術が実験段階から実用段階へと移行し、大
規模な市場導入が進んでいることを明確に示しています。

発行会社について

Datamintelligenceは、多岐にわたる産業分野における詳細な市場調査レポートを提供す
るグローバルな調査会社です。同社は、綿密なデータ分析と専門的な知見に基づき、企
業が戦略的意思決定を行う上で不可欠な市場インテリジェンスを提供しています。特
に、新興技術や先端材料の市場動向に関するレポートに強みを持っています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4621453/metamaterials-market-enters-a-high-growth-phase-as-

aerospace

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4621453/metamaterials-market-enters-a-high-growth-phase-as-aerospace
https://www.openpr.com/news/4621453/metamaterials-market-enters-a-high-growth-phase-as-aerospace


#39 電子情報機械学習（EMLMD）フレームワーク、光励
起材料の動的シミュレーションを加速

概要

新しい電子情報機械学習分子動力学（EMLMD）フレームワークが開発され、光励起材
料の動的シミュレーションを大幅に加速させることが可能になりました。このフレー
ムワークは、励起状態の電子-フォノン結合とフォノン非調和性を高精度で組み込み、

原子の進化について第一原理レベルの精度を提供します。これにより、従来のシミュ
レーション手法の限界を克服し、機能性材料における光誘起現象の理解を深める強力
なツールとなります。材料科学における設計と最適化のプロセスを加速する画期的な

進歩です。

公開日 2026年09月02日  arXiv  グローバル



詳細

主要成果

光励起材料の動的シミュレーションを加速する新しい電子情報機械学習分子動力学
（EMLMD）フレームワークが開発されました。このフレームワークは、励起状態の電
子-フォノン結合とフォノン非調和性を高精度で組み込むことで、原子の挙動を第一原
理レベルの精度で予測することを可能にします。

技術・臨床詳細

EMLMDフレームワークは、従来の分子動力学シミュレーションが抱えていた計算コス
トの高さや、励起状態における複雑な相互作用の正確な記述の困難さという課題を克服
します。この新手法は、電子状態の情報を機械学習モデルに組み込むことで、光励起に
よる材料の構造変化やエネルギー散逸のプロセスを効率的かつ高精度にシミュレートし
ます。特に、電子-フォノン結合は、光エネルギーが熱エネルギーに変換されるメカニ
ズムや、励起キャリアのダイナミクスを理解する上で極めて重要です。また、フォノン
の非調和性は、材料の熱伝導性や安定性に影響を与える要素であり、これも正確に考慮
されます。このフレームワークの導入により、機能性材料（例：太陽電池材料、光触媒
材料、光電子デバイス材料）における光誘起現象の詳細なメカニズム解明が大きく前進
します。

背景・業界文脈

機能性材料の研究開発において、光励起現象の理解は、高性能な光電子デバイスやエネ
ルギー変換材料の設計に不可欠です。しかし、これらの現象は非常に高速で複雑な原
子・電子の動きを伴うため、実験的観測だけでなく、理論計算やシミュレーションによ
る解析が不可欠です。従来の第一原理計算は精度が高い一方で、計算コストが膨大であ
るため、大規模な系や長時間のシミュレーションには限界がありました。EMLMDのよ
うな機械学習を組み合わせたアプローチは、この計算効率と精度のトレードオフを改善
し、より現実的な材料設計への適用を可能にするものです。これは、材料科学と計算科
学、人工知能の学際的な融合が生み出す新たな研究パラダイムを示しています。



今後の展望

EMLMDフレームワークの登場は、光励起材料の設計と最適化プロセスに革命をもたら
す可能性を秘めています。このツールを用いることで、研究者やエンジニアは、特定の
光応答性を持つ材料をより効率的にスクリーニングし、その性能を予測できるようにな
ります。今後は、さらに多様な材料系への適用拡大、より複雑な光励起プロセス（例：
多光子励起、強い場との相互作用）の記述、および実験データとの連携強化が進められ
るでしょう。この技術は、再生可能エネルギー技術（例：次世代太陽電池）、高性能セ
ンサー、量子コンピューティングなど、多岐にわたる最先端技術分野におけるイノベー
ションを加速するための強力な基盤となることが期待されます。

元記事: https://arxiv.org/html/2609.01492v1

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2609.01492v1


#40 AI物理スタートアップPhysical Superintelligence
(PSI)、Breakthrough Energy Venturesから5,800万ドル
をシード調達

概要

AI物理スタートアップのPhysical Superintelligence (PSI) が、Breakthrough Energy

Ventures主導で5,800万ドル（約85億円）のシード資金を調達し、ステルスモードを解
除しました。同社はAIネイティブの物理ラボを開発しており、機械スケールでシミュ
レーションを実行し、仮説をテストし、物理システムを設計することを目指していま

す。初期段階ではAIデータセンターの最適化に注力し、材料科学やエネルギー効率の
高いコンピューティングソリューションにおける科学的発見にAIを応用する投資の増
加を示しています。この大規模な資金調達は、ディープテック分野におけるAIの可能

性に対する強い信頼を反映しています。

公開日 2026年09月02日  Facebook (TradedVC)  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ州ケンブリッジに拠点を置くAI物理スタートアップのPhysical

Superintelligence (PSI) は、Breakthrough Energy Venturesが主導するシードラウンドで
5,800万ドル（約85億円）という巨額の資金を調達し、ステルスモードから脱却しまし
た。この大規模な資金調達は、科学的発見におけるAIの変革的な可能性に対する投資家
の強い信頼を示しています。

技術・臨床詳細

PSIは、AIネイティブの物理ラボを開発しており、これにより機械スケールでのシミュ
レーション実行、仮説のテスト、物理システムの設計が可能になります。従来の物理シ
ミュレーションは計算コストが高く、時間もかかりましたが、PSIのプラットフォーム
はAIを活用することで、このプロセスを劇的に加速させ、かつ高精度に実行できる点が
特徴です。この技術は、材料の特性予測、新素材の設計、既存システムの最適化など、
幅広い物理問題に応用できる汎用性を持っています。初期の取り組みとして、同社はAI

データセンターの最適化に焦点を当てています。データセンターは膨大なエネルギーを
消費するため、その冷却システム、電力効率、材料選択をAIで最適化することは、運用
コスト削減と環境負荷低減の両面で大きな影響をもたらします。将来的には、エネルギ
ー貯蔵、新エネルギー源、量子材料など、より広範な材料科学およびエネルギー関連分
野への応用が期待されています。

背景・業界文脈

近年、人工知能は計算化学、材料科学、生物学などの科学分野における発見を加速する
強力なツールとして認識されています。特に「ハードサイエンス」と呼ばれる物理世界
における課題解決には、膨大なデータの解析と複雑な相互作用のモデリングが不可欠で
あり、AIはここに新たな可能性をもたらします。Bill Gatesが設立したBreakthrough
Energy VenturesがPSIを主導して資金提供していることは、気候変動対策とクリーンエ
ネルギーへの移行という大きな目標を達成するために、AIと物理科学の融合が極めて重
要であるとの認識を反映しています。この種のディープテック投資は、長期的な視点
と、既存の技術では解決できない根本的な課題へのアプローチを重視する傾向がありま
す。



今後の展望

5,800万ドルのシード資金は、PSIがAIネイティブ物理ラボの開発を加速し、そのプラッ
トフォームをさらに拡張するための強固な基盤となります。AIデータセンターの最適化
という初期の焦点は、即座に実用的な影響をもたらす可能性がありますが、より長期的
な視点では、この技術は材料科学、エネルギー効率の高いコンピューティング、そして
広範な科学的発見において、画期的なブレークスルーを生み出すことが期待されます。
PSIの成功は、AIが単なるデータ分析ツールではなく、物理世界の根本的な理解と設計
に変革をもたらす「科学的発見エンジン」となりうることを実証するでしょう。これ
は、未来のイノベーションを駆動する上で、AIと物理学の融合がいかに重要であるかを
示す代表的な事例となるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/TradedVC/posts/physical-superintelligence-psi-a-cambridge-

massachusetts-based-ai-physics-startu/1764700738993714/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/TradedVC/posts/physical-superintelligence-psi-a-cambridge-massachusetts-based-ai-physics-startu/1764700738993714/
https://www.facebook.com/TradedVC/posts/physical-superintelligence-psi-a-cambridge-massachusetts-based-ai-physics-startu/1764700738993714/


#41 UKRI、国立材料イノベーションプログラムで23件の
実現可能性調査に200万ポンドを投資

概要

Innovate UKは、国立材料イノベーションプログラムの一環として、英国の主要成長セ
クターにおける先端材料イノベーションを加速するため、23件の実現可能性調査に
200万ポンド（約3.5億円）を投資すると発表しました。この資金は、世界をリードす

る材料技術を実社会でのインパクトに結びつけることを目的としています。クリーン
エネルギー、未来のヘルスケア、持続可能な建設などのテーマに焦点を当て、企業が
イノベーションの技術的・商業的可能性を評価するための支援を提供します。この投

資は、英国の産業競争力強化と持続可能な未来への貢献を目指すものです。

公開日 2026年09月03日  UK Research and Innovation (UKRI)  イギリス



詳細

主要成果

Innovate UKは、国立材料イノベーションプログラム（National Materials Innovation

Programme）を通じて、英国の主要な成長セクターにおける先端材料の革新を加速する
ため、23件の実現可能性調査に総額200万ポンド（約3.5億円）を投資すると発表しまし
た。この資金提供は、英国の世界をリードする材料科学の能力を具体的な実社会へのイ
ンパクトに転換することを目指しています。

技術・臨床詳細

この200万ポンドの投資は、特定の技術領域における新しい材料の応用可能性を探るた
めの実現可能性調査を支援します。対象となるテーマは、クリーンエネルギー技術
（例：高性能バッテリー、効率的な触媒）、未来のヘルスケア（例：生体適合性材料、
スマート医療デバイス）、そして持続可能な建設材料（例：低炭素コンクリート、再生
可能建材）など、英国の戦略的優先順位に合致する分野に焦点を当てています。各プロ
ジェクトは、材料イノベーションの技術的実現可能性、市場潜在力、商業化への道筋を
評価することを目的としています。この初期段階の資金提供は、リスクの高い研究開発
のギャップを埋め、有望なコンセプトがさらに大規模な投資へと進むための基盤を築き
ます。

背景・業界文脈

英国は、材料科学分野で強力な研究基盤を持っていますが、その研究成果を迅速かつ効
率的に商業化し、経済的価値を生み出すことが課題とされてきました。国立材料イノベ
ーションプログラムは、この課題に対処するための国家戦略の一環であり、学術界と産
業界の連携を強化し、イノベーションエコシステムを活性化することを目指していま
す。今回の投資は、小規模ながらも多数の実現可能性調査を支援することで、多様なア
イデアが迅速に評価され、最も有望なものが次の開発段階に進むことを促進します。こ
れは、国際的な競争が激化する中で、英国が技術的優位性を維持し、新たな産業を創出
するための重要なステップです。



今後の展望

Innovate UKによる200万ポンドの投資は、23件の実現可能性調査を通じて、英国の先端
材料産業に新たな活力を与えることが期待されます。これらの初期調査が成功すれば、
より大規模な研究開発プロジェクトや商業化イニシアチブへの道が開かれ、最終的には
クリーンエネルギー、医療、建設といった主要セクターにおける技術革新と持続可能な
ソリューションの提供に貢献するでしょう。長期的には、このプログラムは英国が材料
科学分野で世界的なリーダーシップを強化し、経済成長と雇用創出を促進する上で不可
欠な役割を果たすことが展望されます。これにより、英国は未来の技術を形作る材料の
フロンティアで競争力を維持できるようになるでしょう。

元記事: https://www.ukri.org/news/2-million-investment-to-advance-materials-innovation/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ukri.org/news/2-million-investment-to-advance-materials-innovation/


#42 Tensive、欧州投資銀行から2,000万ユーロを調達し生
体吸収性乳房インプラントを商業化

概要

臨床段階の生体材料医療機器企業Tensive S.r.l.は、欧州投資銀行（EIB）から最大2,000

万ユーロ（約32億円）の転換社債契約を締結しました。この資金は、乳房再建用の生
体吸収性足場であるREGENERA™/SOFTAG™の開発、CEマーク承認取得、製造規模拡

大、およびEU内での製品上市に充当されます。EIBの支援は、革新的な臨床段階の医療
技術企業が直面する資金ギャップを解消し、欧州の医療技術分野における競争力を強
化することを目的としています。

公開日 2026年09月03日  Tensive S.r.l.  イタリア



詳細

主要成果

臨床段階の生体材料医療機器企業であるイタリアのTensive S.r.l.は、欧州投資銀行
（EIB）と最大2,000万ユーロ（約32億円）の転換社債契約を締結しました。この重要な
資 金 調 達 に よ り 、 同 社 が 開 発 す る 乳 房 再 建 用 の 生 体 吸 収 性 足 場
「REGENERA™/SOFTAG™」の商業化が大きく前進します。

技術・臨床詳細

REGENERA™/SOFTAG™は、手術後の組織再生を促進するよう設計された、革新的な生
体吸収性足場材料です。この材料は、患者自身の組織が自然に再生するのをサポート
し、最終的には体内で完全に吸収されるため、従来の永久的なインプラントに伴う合併
症のリスクを低減する可能性があります。EIBからの資金は、この製品の開発を最終段
階まで進めるために利用されます。具体的には、規制当局からのCEマーク承認の取得
（これによりEU市場での販売が可能になります）、製品の製造規模拡大に向けた準備、
そして最終的なEU圏内での製品上市に向けたマーケティングおよび流通体制の構築が含
まれます。この技術は、乳がん手術後の乳房再建を必要とする患者に対し、より安全で
自然な結果をもたらす新たな治療選択肢を提供するものです。

背景・業界文脈

医療技術、特に臨床段階にある革新的なメドテック企業は、その技術のポテンシャルに
もかかわらず、高額な研究開発費と厳格な規制プロセスにより、しばしば資金調達のギ
ャップに直面します。欧州投資銀行は、欧州連合（EU）の政策銀行として、このような
ギャップを埋め、欧州のイノベーションと競争力を強化する役割を担っています。乳房
再建手術の分野では、患者のニーズに応えるべく、より自然で安全、かつ長期的な解決
策が求められており、Tensiveのような生体吸収性材料の開発は、この需要に合致してい
ます。この投資は、欧州が高価値の医療技術分野でリーダーシップを確立し、患者の生
活の質を向上させるための戦略的コミットメントを反映しています。



今後の展望

EIBからの2,000万ユーロの資金調達は、TensiveがREGENERA™/SOFTAG™の商業化を成功
させるための決定的な一歩です。CEマークの取得とEU市場での上市は、同社にとって
大きなマイルストーンとなるでしょう。この製品が市場に投入されれば、乳房再建手術
を受ける数多くの女性にとって、より良い治療結果と高い満足度をもたらすことが期待
されます。長期的には、Tensiveの生体材料技術は、乳房再建以外の他の組織再生医療分
野にも応用される可能性を秘めており、広範な医療ニーズに応える新しい標準を確立す
るかもしれません。この成功は、欧州のメドテックエコシステム全体にポジティブな影
響を与え、さらなるイノベーション投資を呼び込むことになるでしょう。

元記事: https://www.tensive.com/tensive-to-receive-20-million-from-eib/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tensive.com/tensive-to-receive-20-million-from-eib/


#43 Meissner、超伝導体「発見エンジン」構築のため260
万ドルをプレシード調達

概要

トロント拠点のディープテックスタートアップMeissnerは、次世代超伝導材料の開発
を目指し、プレシード資金として260万ドル（約3.8億円）を調達しました。同社は、
機械学習、計算科学、実験検証を組み合わせた「AI駆動型発見エンジン」を構築し、

最適化された超伝導体の創出を目指しています。既存の超伝導体の高コストと冷却要
件の課題を解決し、量子コンピューティングや核融合発電などの応用分野で、より高
温で動作する材料の開発を狙っています。この資金調達は、超伝導体技術の商業化を

加速する重要な一歩となります。

公開日 2026年09月01日  Dealroom News  カナダ



詳細

主要成果

トロントを拠点とするディープテックスタートアップのMeissnerは、次世代超伝導材料
の開発を加速するため、プレシード資金として260万ドル（約3.8億円）を調達しまし
た。同社は、機械学習、計算科学、実験検証を統合した「AI駆動型発見エンジン」を構
築し、これまで困難だった最適化された超伝導体の設計と合成を目指しています。

技術・臨床詳細

MeissnerのAI駆動型発見エンジンは、超伝導材料の探索プロセスを根本的に変革するも
のです。従来の材料探索は、膨大な数の候補材料から試行錯誤を繰り返す非効率的なプ
ロセスでしたが、AIと計算科学を組み合わせることで、特定の超伝導特性を持つ材料組
成や構造を予測し、実験で検証する効率的なサイクルを確立します。このアプローチに
より、既存の超伝導材料が抱える主要な課題、すなわち極低温での冷却が必須であるこ
とや製造コストが高いことを解決できる可能性があります。特に、より高い温度で超伝
導状態を維持できる材料（高温超伝導体）の開発は、量子コンピューティングの発展、
効率的な電力送電、そして核融合発電といった、エネルギーと情報技術の未来を形作る
重要な応用分野において不可欠です。Meissnerの技術は、これらの分野における性能と
実用性の限界を押し広げることが期待されます。

背景・業界文脈

超伝導材料は、電気抵抗ゼロでの電流伝送や強力な磁場生成といったユニークな特性を
持ち、様々な革新的技術の基盤となります。しかし、その利用は現在、極低温を維持す
るための複雑で高価な冷却システムに大きく依存しています。そのため、より高温で動
作する超伝導材料の発見は、材料科学における「聖杯」の一つとされてきました。AIと
機械学習の進化は、この長年の課題に対する新たな解決策を提供し、材料科学研究のパ
ラダイムシフトを促進しています。ディープテック分野への投資が増加している背景に
は、AIが基礎科学研究を加速し、ブレークスルーを生み出す可能性に対する強い期待が
あります。



今後の展望

260万ドルのプレシード資金は、MeissnerがAI駆動型発見エンジンの開発をさらに加速
し、初期の材料候補の合成と特性評価を進めるための重要なリソースとなります。同社
の成功は、量子コンピューティングにおける超伝導回路の性能向上、核融合炉の磁場閉
じ込め効率の改善、MRI装置の小型化・高性能化など、広範な応用分野に計り知れない
影響を与えるでしょう。長期的には、より高温で実用的な超伝導材料が発見されれば、
エネルギーインフラからエレクトロニクスまで、社会全体に革命的な変化をもたらす可
能性があります。Meissnerは、この未来を実現するための重要なプレイヤーとして注目
されています。

元記事: https://dealroom.co/news/148079-meissner-raises-2-6m-to-build-a-discovery-engine-for-

superconductors/
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